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健康スポーツコミュニケーション学科　2年次開講科目

星子　和夫

専門 スポーツ指導論 後期 5-S2FE42 坂元　瑞貴

高木　富士男

専門 運動生理学 後期 5-S2FR40 星子　和夫

星子　和夫 高木　富士男 小川　茜 坂元　瑞貴

専門 トレーニング論 後期 5-S2FR38 高木　富士男

星子　和夫 高木　富士男 小川　茜 坂元　瑞貴

専門 ゼミナール 通年 5-S2YR36 星子　和夫 高木　富士男 小川　茜 坂元　瑞貴

星子　和夫 高木　富士男 坂元　瑞貴

専門 スポーツ企業実習Ⅱ 前期 5-S2SE34 星子　和夫 高木　富士男 小川　茜 坂元　瑞貴

星子　和夫

専門 競泳コーチ法演習 後期 5-S2FE32 星子　和夫

星子　和夫

専門 競泳コーチ論 後期 5-S2FE30 星子　和夫

星子　和夫

専門 エアロビックダンス 前期 5-S2SR28 ●大村　詠一 ●荒川　優子

高木　富士男

専門 健康運動実践指導演習Ⅰ 後期 5-S2FE26 高木　富士男

樋口　賢一

専門 マーケティング論 後期 5-S2FE24 山下　聖子

高木　富士男

専門 障害者福祉論 後期 5-S2FE22 高木　富士男

●大村　詠一

専門 テーピングマッサージ演習 後期 5-S2FE20 ●片井　忠

星子　和夫

専門 測定評価法 前期 5-S2SE18 坂元　瑞貴

小川　茜

専門 医学一般 前期 5-S2SE16 重森　裕

小川　茜

専門 レクリエーション活動援助法Ⅱ 後期 5-S2FE14 星子　和夫

小川　茜

専門 幼児体育演習 前期 5-S2SE12 ●石見　香 ●久冨　和也

●中尾　由美

専門 労働安全衛生法 前期 5-S2SE10 ●吉田　明文

星子　和夫

専門 公衆衛生学 前期 5-S2SE08 ●中尾　由美

坂元　瑞貴

専門 生涯スポーツ論 後期 5-S2FE06 高木　富士男

●藤木　賢二

専門 スポーツと法 前期 5-S2SE04 岸田　優

小川　茜

専門 スポーツ心理学 前期 5-S2SE02 小川　茜

星子　和夫

基礎 スポーツデータサイエンス入門 後期 5-B2FE08 小川　茜

星子　和夫 高木　富士男 小川　茜 坂元　瑞貴

基礎 キャリア演習Ⅱ 前期 5-B2SR06 高木　富士男 小川　茜

高木　富士男 坂元　瑞貴

基礎 総合演習ⅠＢ 後期 5-B2FR04 小川　茜 坂元　瑞貴

基礎 キャリア演習ⅠＡ 前期 5-B2SR01 高木　富士男 坂元　瑞貴

区分 授業科目 開講期 ナンバリング 担当者(●：実務家教員)

基礎 総合演習ⅠＡ 前期 5-B2SR03

基礎 スポーツ学入門 前期 5-B2SR05

基礎 健康スポーツ論 後期 5-B2FR07

専門 スポーツ社会学 前期 5-S2SE01

専門 スポーツバイオメカニクス 前期 5-S2SE03

専門 コーチング論 前期 5-S2SE05

専門 体力学 前期 5-S2SE07

専門 労働衛生学 後期 5-S2FE09

専門 幼児体育論 前期 5-S2SE11

専門 キッズスポーツ指導演習 後期 5-S2FE13

専門 ジュニアスポーツ指導員特講 後期 5-S2FE15

専門 運動処方概論 前期 5-S2SE17

専門 コンディショニング演習 前期 5-S2SE19

専門 パラスポーツ演習 前期 5-S2SE21

専門 経営学 前期 5-S2SE23

専門 グループフィットネス指導演習 前期 5-S2SE25

専門 健康運動実践指導演習Ⅱ 後期 5-S2FE27

専門 アクアエクササイズ 前期 5-S2SE29

専門 競泳コーチ法実習 前期 5-S2SE31

専門 スノースポーツ 後期 5-S2FE33

専門 スポーツボランティア演習Ⅱ 後期 5-S2FR35

専門 卒業研究 後期 5-S2FR37

専門 パラスポーツ論 後期 5-S2FR39

専門 機能解剖学 後期 5-S2FE41



＜ナンバリングについて＞

　カリキュラムの体系性を示すため、授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表したものです。

　■学科コード 1 ビジネス法学科 2 緑地環境学科 3 社会福祉学科 4 保育学科

5 健康スポーツコミュニケーション学科 6 メディア・プロモーション学科

　■科目区分 B 基礎科目 S 専門科目 P 実務科目 Q 資格科目

　■開講期 1 一年次科目 2 二年次科目

S 前期科目 F 後期科目 Y 通年科目

　■必修・選択 R 必修 E 選択

　■科目ナンバー 二桁の数字

(例)「キャリア演習ⅠＡ」の場合

学科コード 科目区分 開講期 必修・選択 科目ナンバー

5 B 2S R 01



２ 年 前 期



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 キャリア演習ⅠＡ

担当者氏名 高木　富士男、坂元　瑞貴

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　質の高いスポーツ指導者としての人間性、社会性を有する。

《授業の概要》 《教科書》

1．大学での学びや授業への取り組み方に関する授業を行いま
す
2．将来に向けた動機づけを高める取り組みに関する授業を行
います

「大学生学びのハンドブック（5訂版）」世界思想社編集部（
編）世界思想社

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
提出課題は評価・フィードバックをした上で返却します

《授業の到達目標》
1．大学生としての基礎力を身に付ける
2．礼儀、マナー、社会常識を高め、社会人基礎力を身に付け
る 《成績評価基準》

1．授業の内容を踏まえ、かつ与えられる課題を通して、進路
選択に関連する取り組みを実践できる
2．課題を設定し、それを解決するための取り組みを行い、人
に分かりやすく伝えることができる
3．授業内で取り組む一般常識問題について8割以上解答できる

《成績評価の方法》
課題　80％　
授業の取組　20％ 《参考図書》

適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス、目標設定 大学生活で取り組みたい事について具体的に考え、まとめる（30分）・今回の授業内容

の復習（30分）

2
一般常識問題①国語 一般常識問題（国語）を解く（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

3
進路支援①企業研究 進路について考える（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

4
実習報告会 興味のある職業について調べてまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

5
進路支援②履歴書作成 自身の保有する資格や免許の正式名称や取得年月日をまとめる（30分）・今回の授業内

容の復習（30分）

6
一般常識問題②国語 一般常識問題（国語）を解く（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

7
進路支援③面接対策 面接のセリフを考える（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

8
一般常識問題③国語 一般常識問題（国語）を解く（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

9
進路支援④面接対策 面接の練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

10
進路支援⑤面接対策 面接の練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

11
一般常識問題④数学 一般常識問題（数学）を解く（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

12
一般常識問題⑤英語 一般常識問題（英語）を解く（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

13
一般常識問題⑥時事 時事問題について調べる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

14
一般常識問題⑦復習 一般常識問題を復習する（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

15
一般常識問題テスト、ま
とめ

これまでの授業内容を復習する（30分）・今回の授業内容の復習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 総合演習ⅠＡ

担当者氏名 高木　富士男、坂元　瑞貴

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　質の高いスポーツ指導者としての人間性、社会性を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 本授業では、協働的な活動を通して、計画・実践・振り返り
のサイクルを経験し、主体的に課題へ取り組む能力の育成を目
的とします。活動では”共に動く”ことをスローガンとし、他
者と協力しながら目標達成を目指します。

 適宜資料を配布します。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 提出課題は評価・フィードバックをした上で、まとめて返却
します。

《授業の到達目標》
1．本学科の教育方針である『健スポ五心』の趣旨を理解し、
日常生活で実践できる。
2．社会人として必要なコミュニケーション能力を身に付け、
協力して活動することができる。

《成績評価基準》
1．活動を通して学んだことを、自分の言葉で丁寧にまとめる
ことができる。
2．他者と協力し、自ら考えた計画や与えられた課題を共同作
業によって達成することができる。

《成績評価の方法》
授業の取組　50％
課題・レポート　50％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 ガイダンス、活動の計画
①

 昨年度を振り返る（30分）
 今回の授業内容の復習（30分）

2
 活動への取り組み①  活動へ向けて計画の確認を行う（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

3
 活動の振り返り①、活動
の計画②

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

4
 活動への取り組み②  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

5
 活動の振り返り②、活動
の計画③

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

6
 活動への取り組み③  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

7
 活動の振り返り③、活動
の計画④

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

8
 活動への取り組み④  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

9
 活動の振り返り④、活動
の計画⑤

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

10
 活動への取り組み⑤  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

11
 活動の振り返り⑤、活動
の計画⑥

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

12
 活動への取り組み⑥  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

13
 活動の振り返り⑥、前期
の振り返り①

 前回の活動を振り返り、まとめる（30分）
 レポートを作成する（30分）

14
 前期の振り返り②  学校生活で学んだことを考え、まとめる（30分）

 レポートを作成する（30分）

15
 まとめ  学校生活で学んだことを考え、まとめる（30分）

 後期へ向けての取り組み方や目標を決める（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 スポーツ学入門

担当者氏名 星子　和夫、高木　富士男、小川　茜、坂元　瑞貴

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 現在までに経験してきたスポーツを通して、誰もが取り組ん
できたスポーツ全般のあり方を考えながらスポーツの概念を学
び、これからのスポーツを考察していく。スポーツは老若男女
が様々な考えや目的で、レクリエーションをはじめ健康体力づ
くり、リハビリテーション、競技力の向上などに取り組んでい
る。自身の身体状況やスポーツ活動環境、スポーツの社会的問
題、スポーツ行政の現状と今後などを学習していく。

 使用しない。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 小テストとしている試験の解答は、その時間内に行う。

《授業の到達目標》
 現在までのスポーツに関する偏った考え方から広い視点で考
察することができるようになる。そのために、各教員の授業内
容を理解しながら基礎的教養を述べることができる。 《成績評価基準》

 広い視野でスポーツを考察できるようになる。また、各教員
の授業内容を理解することができる。
各20点満点の小テストを4回行い、授業への取り組みをもって
総合的に評価します。

《成績評価の方法》
筆記試験　80％
授業への取組　20％ 《参考図書》

 「Reference Book」（公財）日本スポーツ協
会、「スポーツから気づく大切なこと」中山
和義著、実業之日本社

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
スポーツから学ぶライフ
スキル

何のためにスポーツに取り組んできたのかを考察しておく（2時間）
経験スポーツ・スポーツ環境から何を学んだのかまとめておくこと（2時間）

2
オリンピック・パラリン
ピックについて

健常者・障がい者のスポーツを考えておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

3
発育発達における体力変
化とスポーツ

成長過程の体力を考え、それに伴ったスポーツ活動をまとめておくこと（2時間）
これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

4
加齢に伴う体力変化につ
いて、小テスト①

加齢に伴う体力減少について考え、まとめておくこと（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

5
パラスポーツ１ パラスポーツとは何か調べておくこと（2時間）

授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

6
パラスポーツ２ パラスポーツとは何か調べておくこと（2時間）

授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

7
トレーニングの基礎１ スポーツトレーニングの方法について調べておくこと（2時間）

授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

8
トレーニングの基礎２
小テスト②

スポーツトレーニングの方法について調べておくこと（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

9
ニュースポーツについて どのようなニュースポーツがあるか調べておくこと（2時間）

授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

10
スポーツビジョンとその
トレーニング法

スポーツビジョンとは何か調べておくこと（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

11
運動学習について できなかったことができるようになった時の体験を振り返っておくこと（2時間）

授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

12
運動と脳
小テスト③

運動することで脳や身体にどのような影響があるのか調べておくこと（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

13
スポーツの場で起きてい
るハラスメント

ハラスメントの定義や種類を調べておくこと（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

14
メンタルトレーニング１ スポーツにおけるメンタルの重要性を考え、まとめておくこと（2時間）

授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

15
メンタルトレーニング２
、小テスト④

競技力向上に活用されているメンタルトレーニングについて調べる（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 キャリア演習Ⅱ

担当者氏名 高木　富士男、小川　茜

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　質の高いスポーツ指導者としての人間性、社会性を有する。

《授業の概要》 《教科書》

1．キャリア形成、社会人基礎力向上に関する授業を行います
。
2．個人で課題を設定し、解決する取り組みを行います。

「大学生学びのハンドブック（5訂版）」世界思想社編集部（
編）世界思想社、「就職活動ハンドブック」西短進路指導部（
学生へ配布済み）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
提出物は適宜評価・フィードバックをして返却します

《授業の到達目標》
1．社会人としての在り方、心構えを身に付ける
2．対人基礎力を身に付ける
3．対課題発見力を身に付ける
4．伝える技術（プレゼンテーション）を身に付ける

《成績評価基準》
1．授業の内容を踏まえ、かつ与えられる課題を通して、進路
選択に関連する取り組みを実践できる
2．課題を設定し、それを解決するための取り組みを行い、人
に分かりやすく伝えることができる
3．授業内で取り組む一般常識問題について6割以上解答できる

《成績評価の方法》
課題　80％　
授業の取組　20％ 《参考図書》

適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス、進路につい
て

2年次の過ごし方について考え、まとめる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

2
進路支援①第2回就職模擬
試験

一般常識問題について勉強する（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

3
進路について、年間計画
作成

2年次の過ごし方や就職活動について考え、まとめる（30分）・今回の授業内容の復習
（30分）

4
個人ワーク① 自身の問題意識を明確にし、興味のあるテーマを考える（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

5
個人ワーク② 自身の問題意識を明確にし、興味のあるテーマを考える（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

6
進路支援④実習報告会 興味のある職業についてまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

7
進路支援②OBOGへのキャ
リアインタビュー

興味のある職業についてまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

8
個人ワーク③ 自身の問題意識を明確にし、興味のあるテーマを考える（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

9
プレゼンテーション① 発表資料の作成準備と発表練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

10
個人ワーク④ 自身の問題意識を明確にし、興味のあるテーマを考える（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

11
個人ワーク⑤ 自身の問題意識を明確にし、興味のあるテーマを考える（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

12
個人ワーク⑥ 自身の問題意識を明確にし、興味のあるテーマを考える（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

13
プレゼンテーション② 発表資料の作成準備と発表練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

14
進路支援⑤ポートフォリ
オ作成

2年次に学んだ内容をまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

15
進路支援⑥ポートフォリ
オ作成

2年次に学んだ内容をまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツ社会学

担当者氏名 小川　茜

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

スポーツを社会学的視点から捉え、以下のような内容を講義す
る：①スポーツの意義と価値 ②スポーツ権 ③暴力・ハラスメ
ントの根絶に向けて ④ガバナンス・コンプライアンス ⑤スポ
ーツのインテグリティ ⑥現代スポーツにおける諸問題や留意
点。授業では講義のほかディスカッションや調査発表、資料制
作などに取り組む予定である。

「Reference book」日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
授業内提出物は評価やフィードバックをした上でその後の授業
で返却します

《授業の到達目標》
(1)スポーツを社会学的に見る目を養い、スポーツ・健康運動
指導者をめざす者として以下のことを説明できる：①スポーツ
の意義と価値 ②スポーツ権 ③ガバナンス・コンプライアンス 
④暴力・ハラスメントの根絶に向けて ⑤スポーツのインテグ
リティ ⑥現代スポーツにおける諸問題や留意点。
(2)スポーツに関するニュースについて自分の意見を述べるこ
とができる。

《成績評価基準》
1．試験において、授業で説明した内容を6割以上解答できる
2．授業内のディスカッションや発表において調査結果や自身
の意見を分かりやすく伝えられる

《成績評価の方法》
筆記試験　60％　授業の取組　40％

《参考図書》

 適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
スポーツの社会学的アプ
ローチ

教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

2
スポーツの意義と価値①  教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

3
スポーツの意義と価値②  教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

4
スポーツの価値を守るス
ポーツ権①

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

5
スポーツの価値を守るス
ポーツ権②

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

6
スポーツの自治（ガバナ
ンス）

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

7
スポーツの自治（コンプ
ライアンス）

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

8
暴力・ハラスメントの根
絶①

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

9
暴力・ハラスメントの根
絶②

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

10
暴力・ハラスメントの根
絶③

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

11
スポーツのインテグリテ
ィ

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

12
スポーツの社会的諸問題
①

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

13
スポーツの社会的諸問題
②

 教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

14
スポーツ倫理  教科書の指定範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

15
まとめ これまでの授業内容を復習する（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツ心理学

担当者氏名 小川　茜

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 運動指導の現場では、効率的な運動学習、競技力向上のため
のメンタルトレーニング、健康の維持増進のための心理的支援
など、多岐にわたって心理学的知識が必要とされる。本授業で
はそれらの基礎知識を得るために、講義に加え、質問紙やメン
タルトレーニングの実践、議論を通じて、運動現場における多
角的な心理的支援について考える。

・Reference book
・トレーニング指導者テキスト［理論編］
・健康運動実践指導者養成用テキスト

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 提出物は評価・フィードバックをした上でその後の授業で返
却します

《授業の到達目標》
 1．講義、実践、議論を通じて、スポーツ心理学に関する基礎
知識を説明できる

《成績評価基準》
 1．試験において、授業で説明した内容を6割以上解答できる
2．授業内のディスカッションや発表、ワークにおいて調査結
果や自身の意見を分かりやすく伝えられる
3．与えられる課題に期日通りに取り組むことができる

《成績評価の方法》
筆記試験　60％　レポート　％
課題　％　実技　％　
授業の取組　40％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 「これから学ぶスポーツ心理学」荒木雅信（著）大修館書店
、その他適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 スポ－ツ心理学とは 　自身の経験を振り返り、スポーツ現場において必要な心理学的知識は何かを考え、ま

とめる（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

2
 運動実践に関わる様々な
因子

　教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

3
 運動実践と心理社会的効
果

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

4
 運動に適用される理論・
モデル・技法

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

5
 多くの参加者を得るため
の留意点

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

6
 運動嫌いとその指導法   教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

7
 動機付けとカウンセリン
グ

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

8
 スポーツとパーソナリテ
ィ形成

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

9
 スキルに応じたスポーツ
指導

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

10
 運動学習とフィードバッ
ク

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

11
 イメージトレーニング   教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

12
 指導者のメンタルマネジ
メント①

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

13
 指導者のメンタルマネジ
メント②

  教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

14
 コーチングの心理   教科書の該当範囲を読む（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）

15
 まとめ 　これまでの授業内容を復習する（2時間）・今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツバイオメカニクス

担当者氏名 藤木　賢二

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

①スポーツバイオメカニクスの概念
②筋肉の収縮メカニズム
③筋出力の特徴とスポーツ種目特性
④運動の力学的法則⑤歩、走、跳、投、打、泳のバイオメカニ
クス

 スポーツバイオメカニクス入門（金子公宥、
杏林書院）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 筆記試験は、次回授業で解説をする。
ミニッツペーパーは、その授業内に採点及び解説する。

《授業の到達目標》
 筋活動のしくみを理解するとともにスポーツ動作のメカニズ
ムを知り、スポーツや運動動作の技術改善や健康運動、スポー
ツ指導に役立てる知識を修得する。 《成績評価基準》

 スポーツ動作における筋活動のメカニズムを理解している。
スポーツ動作の技術改善や健康運動、スポーツ指導に関する知
識を習得している。

《成績評価の方法》
筆記試験　70％
授業の取組　20％
その他（ミニッツペーパー）　10％

《参考図書》

公認スポーツ指導者養成テキスト（公財）日本スポーツ協会
スポーツ動作の科学（深代千之他、東京大学出版会）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 スポーツバイオメカニク
スの概念

 教科書（p11～p15）を読んでおく（2時間）
バイオメカニクスの概要についてまとめる（2時間）

2
 筋肉の収縮メカニズム  教科書（p16～p18）を読んでおく（2時間）

筋収縮のメカニズムについてまとめる（2時間）

3
 筋の活動様式と筋出力  教科書（p19～p21）を読んでおく（2時間）

筋の活動様式についてまとめる（2時間）

4
 筋肉の弾性要素と特性  筋の構造を理解しておく（2時間）

ストレッチショートニングサイクルについてまとめる（2時間）

5
 筋出力とスポーツ種目特
性

 スポーツ種目に必要な体力要素を調べておく（2時間）
スポーツ種目特性についてまとめる（2時間）

6
 筋活動の力、速度、パワ
ーの関係

 教科書（p21）を読んでおく（2時間）
筋活動の力－速度関係についてまとめる（2時間）

7
 力学的法則とヒトの動き  教科書（p34）を読んでおく（2時間）

変位、速度、加速度についてまとめる（2時間）

8
 運動の三法則、力と運動
方程式

 教科書（p35）を読んでおく（2時間）
運動の三法則についてまとめる（2時間）

9
 運動量と力積、着地衝撃
と緩和法

 教科書（p36）を読んでおく（2時間）
衝撃の伝わり方についてまとめる（2時間）

10
 身体運動の効率  教科書（p37）を読んでおく（2時間）

力学的仕事、仕事率についてまとめる（2時間）

11
 歩、走のバイオメカニク
ス

 教科書（p44～p53）を読んでおく（2時間）
歩、走の力学的エネルギーについてまとめる（2時間）

12
 跳ぶバイオメカニクス  教科書（p54～p63）を読んでおく（2時間）

バネ作用についてまとめる（2時間）

13
 投げる動作と打つ動作の
バイオメカニクス

 教科書（p64～p77）を読んでおく（2時間）
ムチ作用についてまとめる（2時間）

14
 素速い運動、空中のボー
ルの空気抵抗

 教科書（p78～p79）を読んでおく（2時間）
ベルヌーイの定理、マグヌス効果についてまとめる（2時間）

15
 泳ぐ動作のバイオメカニ
クス

 教科書（p82～p87）を読んでおく（2時間）
水の抵抗と泳スピードについてまとめる（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツと法

担当者氏名 岸田　優

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

スポーツ指導者が負う可能性のある法的責任について説明を聞
き、具体的な事例に基づいて理解を深める。
スポーツに関する人権問題や紛争解決方法について理解する。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
毎回のコメントヘ ー゚ハ ー゚にコメントを付して返却する。

《授業の到達目標》
①スポーツの指導を行う者(指導者、インストラクター)が配慮
しなければならない法的知識を、過去の事故例に基づいて理解
することができる。
②スポーツ事故の予防、事故が起きた時の対処、危機管理につ
いて具体的に行動できる。
③スポーツ指導に携わる者として、常に人権を意識した行動が
できる。

《成績評価基準》
到達目標①〜③の達成度を、期末試験(45%)および、不定期に
課すコメントペーパー(45%)、授業への取り組み（5%）で測定
する。

《成績評価の方法》
筆記試験　45％　レポート　％
課題　45％　実技　％　
授業の取組　5％
その他（　　　）　％

《参考図書》

日本スポーツ法学会『標準テキスト スポー ツ法学 第3版』(
エイデル研究社)

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
スポーツと法の関係 【予習】事前配布する資料を熟読し概要を整理する（2時間）。

【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

2
指導者の法的責任
（刑事・民事・行政）

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

3
民事責任（１）
〜不法行為責任

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

4
民事責任（２）
〜特殊な不法行為

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

5
民事責任（３）
スポーツ事故判例（1）

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

6
指導者の責任・スポーツ
事故判例（2）

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

7
管理者・主催者の責任・
スポーツ事故判例（3）

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

8
スポーツ事故とリスクマ
ネジメント

【予習】スポーツ事故の予防策・対応策について考える（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

9
スポーツとジェンダー 【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。

【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

10
暴力とパワーハラスメン
ト

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（2時間）。

11
スポーツとインテグリテ
ィ

【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

12
スポーツ仲裁機関 【予習】資料を熟読し概要を整理する（2時間）。

【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

13
スポーツビジネスと法的
問題

【予習】教科書と参考資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

14
スポーツ基本法とスポー
ツ権

【予習】教科書と参考資料を熟読し概要を整理する（2時間）。
【復習】講義内容を振り返り、新しく理解したことを確認する（２時間）。

15
まとめ 【予習】これまでの学習内容を振り返る（３時間）。

【復習】理解が不十分な部分を確認し、今後の学習課題を検討する（１時間）。



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 コーチング論

担当者氏名 坂元　瑞貴

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 トップアスリートを育成・指導するために必要な高度な知識
を習得するための授業を行う。

「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講義終了後にリアクションペーパーの提出を行い、評価・フ
ィードバックをした上で返却します。

《授業の到達目標》
 トップアスリートを育成・指導できる指導者に近づくために
、以下のことを身につける。
①トップアスリートの育成における指導者の役割
②トップアスリートの育成・強化方法と評価
③チームづくりと運営

《成績評価基準》
1．指導者の役割を理解し、重要性を説明することができる
2．トップアスリートの育成・強化方法について学び、評価す
ることができる
3．チームづくりと運営方法について説明することができる

《成績評価の方法》
筆記試験　　60％　
課題　　　　10％　
授業の取組　30％

《参考図書》

 なし

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 コーチングとは  関わったコーチを思い出し、理想のコーチ像について考える（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

2
 プレーヤーズセンタード
なコーチング

 教科書の該当項を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

3
 コーチに求められる役割  教科書の該当項を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

4
 コーチに求められる知識
とスキル

 教科書の該当項を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

5
 対他者力を磨こう１  教科書の該当項を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

6
 対他者力を磨こう２  教科書の該当項を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

7
 対自己力を磨こう  教科書の該当項を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

8
 競技力向上のためのチー
ムマネジメント①

 チームマネジメントの方法について調べ、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

9
 競技力向上のためのチー
ムマネジメント②

 チームマネジメントの方法について調べ、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

10
 アンチ・ドーピング  教科書の該当項を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

11
 競技力向上のための情報
とその活用

 教科書の該当項を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

12
 対象および年齢に応じた
コーチング

 教科書の該当項を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

13
 ハイパフォーマンススポ
ーツのコーチング

 教科書の該当項を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

14
 時代をリードするコーチ
ング

 教科書の該当項を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

15
 まとめ  これまでの授業内容を復習する（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 体力学

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 本講では、体力全般を広く理解する。近年は子どもの運動時
間・体力の二極化やウォーキング・ランニングなどの健康ブー
ムの背景により発育発達段階から加齢に伴う年齢・性別で理解
し、体力の維持向上のためのトレーニングの原理原則や効果、
安全管理について展開する。当科目は「健康運動実践指導者」
、「トレーニング指導者」、「GFI」、「コーチングアシスタ
ント」、「ジュニアスポーツ指導員」資格の指定科目です。

 「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会
「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公財）健康・体力づ
くり事業財団

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 20点満点の小テストを5回実施し、合計点数を評価とするが、
小テスト実施の次回講義において解答および解説を行う。また
、最終講義での小テストは最後に解答および解説を行い、講評
する。

《授業の到達目標》
 さまざまなライフステージの体力の特徴をとらえながら身体
活動の必要性を理解し、安全で効果的な体力向上のためのトレ
ーニングの知識を学習する。 《成績評価基準》

 体力の概念を念頭に置き、各年代別・性別のカラダや体力の
変化を理解する。また、体力の維持向上のためのトレーニング
の原理原則をはじめ、方法や効果、また一連のトレーニング計
画から安全管理までまとめることができる。

《成績評価の方法》
筆記試験　100％

《参考図書》

トレーニング指導者テキスト（日本トレーニング指導者協会）
、健康運動実践指導者養成用テキスト（健康・体力づくり事業
財団）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション、体
力の概念

 自身や家族の健康や体力に関し、考察しておく（1時間）
体力の概念および学習内容を復習しておくこと（3時間）

2
トレーニングの原理・原
則

 どのような目的でどのようなトレーニングをしてきたか振り返ります（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

3
特別な対象のためのトレ
ーニング（高齢者）

「トレーニング指導者テキスト（実践編）」p135－143を読んでおくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

4
〃（子ども） 「トレーニング指導者テキスト（実践編）」p145－148を読んでおくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

5
〃（女性・障がい者） 「トレーニング指導者テキスト（実践編）」p149－157を読んでおくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

6
ウォームアップ 「健康運動実践指導者養成用テキスト」p109－111を読んでおくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

7
クールダウン 「健康運動実践指導者養成用テキスト」p111－114を読んでおくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

8
呼吸循環器系のトレーニ
ング

全身持久力を高める具体的なトレーニングを考えておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

9
エネルギー供給機構 「健康運動実践指導者養成用テキスト」p114－120を読んでおくこと（2時間）

小テスト②のためにこれまでの内容を復習しておくこと（3時間）

10
有酸素性運動とその効果
１

「健康運動実践指導者養成用テキスト」p114－117を読んでおくこと（3時間）
小テスト④のためにこれまでの内容を復習しておくこと（2時間）

11
有酸素性運動とその効果
２

「健康運動実践指導者養成用テキスト」p117－118を読んでおくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

12
有酸素性運動機器の選択
の留意点

「健康運動実践指導者養成用テキスト」p119－124を読んでおくこと（2時間）
小テスト⑤のためにこれまでの内容を復習しておくこと（3時間）

13
有酸素性運動機器の指導
上の留意点

 小テスト⑤のためにこれまでの内容を復習しておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

14
トレーニングの種類１ 過去のトレーニングを振り返り、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

15
トレーニングの種類２ 過去のトレーニングを振り返り、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（3時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 公衆衛生学

担当者氏名 中尾　由美

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

病院の外にある施設や関係機関、つまり地域や職域における保
健衛生福祉のしくみや制度を教科書を用いて学ぶ。

わかりやすい公衆衛生学（最新版）：清水忠彦、
佐藤拓代：ヌーベルヒロカワ

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
毎回、講義中に課題を提示する。
課題は次週までに提出し、提出状況や内容を確認する。

《授業の到達目標》
公衆衛生学とは組織、集団（地域）社会を通して、疾病を予防
し、身体的、精神的、社会的機能の増進を図る科学であり、技
術である。国内における基本的な公衆衛生対策や施策について
理解することができる。

《成績評価基準》
筆記試験は40％、課題は30％、授業の取り組み30％で評価する
。

《成績評価の方法》
筆記試験　40％
課題　30％　
授業の取組　30％

《参考図書》

適宜紹介します

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
公衆衛生とは シラバスを熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

2
健康と環境・疫学的方法 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

3
健康の指標 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

4
感染症とその予防 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

5
食品保健と栄養 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

6
生活環境の保全 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

7
医療の制度 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

8
地域保健活動 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

9
母子保健・学校保健 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

10
生活習慣病・難病 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

11
健康教育とヘルスプロモ
―ション

次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）
授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

12
精神保健福祉 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

13
産業保健 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

14
まとめ 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

15
総括 次回の授業内容について教科書を15ページ分熟読する。（2時間）

授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 労働安全衛生法

担当者氏名 吉田　明文

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

社会保険労務士として労災保険請求の経験および労働衛生コン
サルタントとして職長教育・作業主任者、衛生管理者講習等の
実務経験に基き、労働安全衛生関係法令の要求事項と事故予防
としてのリスクアセスメント、再発防止としてのインシデント
報告や労災補償、刑事・民事裁判例などと比較しながら、事例
や画像資料を使い説明する。また、内容に関しコミュニケーシ
ョンを取り理解度を確認しながら進める授業とする。

講義時にレジュメをを配布します

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
提出課題については、2週間以内にコメントをつけて返却する

《授業の到達目標》
・労働災害の防止措置として労働安全衛生関係法令に従い事業
者がやるべきことを列挙し説明することができる
・労働災害が発生した場合に事業者が被る影響について予測し
、災害防止対策について説明することができる
・労災の被災者にどのような補償があるか、国の制度および民
事訴訟の例を挙げて具体的に述べることができる

《成績評価基準》
・法的要求事項を満たすために、事業者が行う事故防止策につ
いて具体的に列挙し説明できたか
・事業者が被る影響をどう予測し、対策について説明できたか
・労災の被災者に国の補償および裁判における損害賠償がどう
かについて例を挙げて具体的に述べることができたか

《成績評価の方法》
復習課題：30点（3点×10）
中間レポート：20点
筆記試験：50点

《参考図書》

適宜紹介します

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス 適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

2
労働災害の定義と防止・
補償

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

3
労働安全衛生法の概要 適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

4
労働者の危険又は健康障
害を防止するための措置

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

5
機械等並びに危険物及び
有害物に関する規制１

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

6
機械等並びに危険物及び
有害物に関する規制２

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

7
安全衛生教育と就業制限 適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

8
労働基準法上の就業制限 適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

9
健康の保持増進ための措
置

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

10
快適な職場環境形成のた
めの措置

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

11
作業環境管理・健康管理 適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

12
労働安全衛生法の違反と
刑事責任

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

13
安全衛生法と労災補償１ 適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

14
労働安全衛生法と労災補
償２

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）

15
総括：全体のポイント説
明と質疑応答

適宜示します（1時間）復習課題（1時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 幼児体育論

担当者氏名 小川　茜

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 子どもへの運動指導や発達に関する講義を行います。多様な
視点から発育段階に応じた運動指導のあり方を考えます。「西
短大の体育館であそぼう！」を通して講義内容を実際と照らし
合わせて学びます。

 「リファレンスブック」日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 提出物は評価・フィードバックをした上で返却します

《授業の到達目標》
 1．幼児期における心身の発達および運動が与える影響につい
ての基礎知識を説明できる

《成績評価基準》
1．試験において、授業で説明した内容を6割以上理解している
2．提出物を期限内に提出する
3．イベント参加者に対して心身の安全や発達に配慮したコミ
ュニケーションや運動指導ができる

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　50％　実技　25％　
授業の取組　25％
その他（　　　）　％

《参考図書》

 「公認ジュニアスポーツ指導員専門科目テキスト」、「リフ
ァレンスブック」日本スポーツ協会

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 子どもにおける運動、ス
ポーツの意義・価値

 目指すべき幼児体育指導者の条件を考え、まとめる（30分）・今回の授業内容の復
習（30分）

2
 子どもを取り巻く環境、
体力の現状と課題

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

3
 指導実践①  子どもの発達や運動遊びに関する情報を調べる（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

4
 子どもの身体活動ガイド
ライン

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

5
 子どものスポーツ指導に
おける現状と課題

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

6
 指導実践②  子どもの発達や運動遊びに関する情報を調べる（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

7
 ジュニアスポーツ指導員
の役割

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

8
 コミュニケーションスキ
ル

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

9
 よい指導者としての観点  教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容

の復習（30分）

10
 指導の留意点  教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容

の復習（30分）

11
 指導実践③  子どもの発達や運動遊びに関する情報を調べる（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）

12
 プログラム作成時のポイ
ント

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

13
 安全管理上の配慮事項  教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容

の復習（30分）

14
 コーチングの実践事例、
ケーススタディ

 教科書・参考資料の該当範囲や教員が配布する資料を読む（30分）・今回の授業内容
の復習（30分）

15
 指導実践④  子どもの発達や運動遊びに関する情報を調べる（30分）・今回の授業内容の復

習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 幼児体育演習

担当者氏名 石見　香、久冨　和也

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

(石見)様々な表現方法を体験して将来指導者として実践できる
創造力を身につける。(橋本)幼児体育企業で長年幼児体育指導
に携わる教員が各運動の補助の仕方や指導方法を指導する。幼
児が運動嫌いにならない様に意欲を持って運動に取り組み、友
だちとの関わりを通しての運動遊びを行う。ﾏｯﾄ・とび箱・鉄
棒・平均台・なわ・ﾎﾞｰﾙなどを使用したり、ｸﾞﾙｰﾌﾟでのｹﾞｰﾑを
行い幼児体育の指導者のｽｷﾙを身につける。

(石見)なし
(橋本)なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
(石見)講評をおこなう。
(橋本)試験、レポート提出なし。授業にて内容説明。

《授業の到達目標》
(石見)様々な運動遊びを体験し更に工夫創造できる。身体のみ
ならず、音楽、手具、道具などを活用しながら自由に表現でき
る。(橋本)幼児期にはどの様な運動をしたら良いのか、指導者
になる立場での幼児への言葉がけ、言葉使い、運動補助の仕方
などを運動あそびを通して習得できるようになる。

《成績評価基準》
(石見)運動遊びや様々な身体表現を積極的に実践できる。
(橋本)器具・手具運動の技能習得状況、授業態度。

《成績評価の方法》
(石見)実技　50％　　授業の取組　50％
(橋本)実技　60％　　授業の取組　40％ 《参考図書》

(石見)公認ジュニアスポーツ指導員養成テキスト（理論・実技
編）日本スポーツ協会(橋本)公認ジュニアスポーツ指導員養成
テキスト（理論・実技編）日本スポーツ協会

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション、身
体作り

予習：講義要項を読んでおく（30分）
復習：授業の復習（30分）

2
手具を使った身体表現 予習：次回授業内容の把握と準備・30分

復習：授業の復習（30分）

3
道具を使った身体表現 予習：〃

復習：〃

4
音楽を使った身体表現 予習：〃

復習：〃

5
器具を使った身体表現 予習：〃

復習：〃

6
オリエンテーション
集合遊び、即時反応

予習：授業内容の把握と準備・30分
復習：授業内容の整理・30分

7
基本運動について
マット、跳び箱

予習：次回授業内容の把握と準備・30分
復習：〃

8
マット、とび箱を使用し
た運動遊びの展開

予習：〃
復習：〃

9
鉄棒・平均台を使用した
運動遊び

予習：〃
復習：〃

10
ボールを使用した運動遊
び

予習：〃
復習：〃

11
なわを使用した運動遊び 予習：〃

復習：〃

12
マット運動の技能習得及
び補助法

予習：〃
復習：〃

13
とび箱・鉄棒運動の技能
習得及び補助法

予習：〃
復習：〃

14
器具・手具運動の子ども
のつまずきの解決

予習：〃
復習：〃

15
実技試験 予習：〃

復習：〃



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 医学一般

担当者氏名 重森　裕

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

戦後から現在に至る、厚労省の健康管理対策を世界の施策と比
較しながら学び、近年問題となっている高齢化社会やメタボリ
ックシンドロームを理解し、スポーツ運動実践指導者・第一種
衛生管理者としてその対策を学習する。3大成人病のがん、心
疾患、脳血管疾患に始まり、生活習慣病の各疾患を学び、内臓
脂肪が原因であるメタボリックシンドロームを理解し、実際の
運動目標数値の根拠や運動による予防効果を医学的に学ぶ。

「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公財）健康・体力づ
くり事業財団

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
試験内容に対する解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
①健康管理について戦後から現代にいたるまでその変遷を把握
する
②健康と運動の関連性を医学的に理解を深め、スポーツ運動実
践指導者・第一種衛生管理者としての役割を自覚する
③生活習慣病からの流れを含めてメタボリックシンドロームと
その予防について理解する

《成績評価基準》
本講義は、「健康運動実践指導者養成」を目的としており、成
績評価は同指導者として合格するまたは、評価される知識レベ
ルへの養成を目的としている。そのために、成績評価は、同指
導者として認定されるレベルを合格基準として参考する。

《成績評価の方法》
筆記試験　　80　％　レポート　　10　％
課題　　　　5　％　実技　　　　5　％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
健康管理1 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

2
健康管理2 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

3
健康と運動1 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

4
健康と運動2 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

5
健康と肥満1 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

6
健康と肥満2 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

7
生活習慣病1 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

8
生活習慣病2 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

9
メタボリックシンドロー
ム1

予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）
復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

10
メタボリックシンドロー
ム2

予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）
復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

11
メディカルチェック 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

12
メンタルヘルス対策 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

13
健康の保持増進対策 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

14
救急処置 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）

15
まとめ 予習：・指定されたテキストの箇所を熟読する（2時間）

復習：配布プリントで授業内容の整理する（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 運動処方概論

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

健康増進施設における指導経験のある教員が授業を行う。スポ
ーツクラブやフィットネスクラブ、健康増進施設、スイミング
クラブなどのスポーツ・運動施設で実施されている疾病の予防
・改善あるいは健康の維持、体力の向上を目的としたトレーニ
ングプログラムや日常生活の身近な運動をとりあげ、運動処方
の基礎について学習する。なお、この科目は、「第一種衛生管
理者」資格の指定科目である。

適宜、プリントを配布する

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
10点満点の小テストを10回実施し、合計点数を評価とする。な
お、小テスト実施の次回講義において解答および解説を行う。
また、最終講義でも解答および解説を行い、講評する。

《授業の到達目標》
健康体力の保持増進をふまえ、運動の指導者として知っておく
べき運動の必要性や運動の効果、疾病の内容を理解するととも
に個々人にあった運動プログラムの作成について学習します。 《成績評価基準》

健康の定義と体力の概念を理解しながら、運動・スポーツの指
導者として知っておくべき運動の必要性や効果、疾病の内容を
理解するとともに個々人にあった運動プログラムの作成につい
てまとめることができる。

《成績評価の方法》
筆記試験　100％

《参考図書》

「運動療法と運動処方第2版」佐藤編、文光堂

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス、健康の定義
と体力の概念

健康とは何か、体力に関し、考察しておく（1時間）
今回の学習内容を復習しておくこと（3時間）

2
運動の効果 運動は何を目的に行い、その効果はどのようなものかを考えておくこと（2時間）

目的に応じた運動の効果を復習しておくこと（2時間）

3
運動処方の概念 健康体力の維持増進のための運動プログラムの概要をまとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

4
運動処方の手順1 問診・
生理学的検査

運動実施前に何を検査するべきか考えておくこと（2時間）
これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

5
運動処方の手順2 医学的
検査、体力テスト

運動実施前のメディカルチェックの内容を考察しておくこと（2時間）
小テストのためにこれまでの内容を復習しておくこと（3時間）

6
トレーニングの原則 トレーニング効果を上げる原則を考えておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

7
運動の種類と量（強度・
時間・頻度など）

過去のスポーツ経験から運動・トレーニングに必要な条件を考えておくこと（2時間）
これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

8
健康のための運動所要量 どれくらいの運動をすると健康が維持できるのかを考えておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

9
対象別運動処方1 生活習慣病の罹患者に対する運動の処方を考えておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

10
対象別運動処方2 生活習慣病の罹患者に対する運動の処方を考えておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

11
対象別運動処方3 生活習慣病の罹患者に対する運動の処方を考えておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

12
運動処方箋のつくり方1 生活習慣病の罹患者に対する運動の注意事項を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

13
運動処方箋のつくり方2 生活習慣病の罹患者に対する運動の注意事項を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

14
運動処方箋のつくり方3 生活習慣病の罹患者に対する運動の注意事項を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

15
まとめ これまでの内容を予習しておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 測定評価法

担当者氏名 坂元　瑞貴

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 形態や体力測定の理論と測定結果の評価方法を習得し、健康
づくり運動やトレーニングに活用できるようにする。
①形態・体脂肪量の測定原理および測定方法を理解する。
②有酸素性および無酸素性能力を表わす指標とその測定法を理
解する。
③新体力テストの各項目と体力要素との関連を理解する。

・健康運動実践指導者養成用テキスト
・トレーニング指導者テキスト［実践編］

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 形態・体力テスト測定への参加姿勢や測定方法について、講
評の時間を設けます。

《授業の到達目標》
1．体力テストを実施できる。
2．体力テストの結果を評価し、効果的な運動処方ができる。
3．有酸素性及び無酸素性能力を表す指標について説明できる
。

《成績評価基準》
1．体力テストの測定方法を説明し、実施することができる。
2．データの評価方法を理解し、活用することができる。
3．有酸素性および無酸素性能力を表わす指標とその測定法を
理解し、説明することができる。

《成績評価の方法》
授業の取組　　50％　
課題・小テスト　50％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 ガイダンス、体力の概念
と測定の目的

 体力要素について復習する（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

2
 形態の測定と評価  形態の測定方法について調べて、まとめる（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

3
 体組成の測定と評価１  体脂肪の測定方法について調べて、まとめる（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

4
 体組成の測定と評価２  体脂肪の測定方法について調べて、まとめる（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

5
 各測定方法の理解と実践
１

 新体力テストの項目について調べて、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

6
 各測定方法の理解と実践
２

 新体力テストの項目について調べて、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

7
 基礎的運動要素の測定・
評価

 基礎的運動要素について調べて、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

8
 健康体力、全身持久力の
測定・評価

 健康体力、全身持久力の測定方法について調べて、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

9
 筋力の測定・評価  筋力の測定方法について調べて、まとめる（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

10
 トレーニング効果の測定
と評価の実際①

 体力測定方法についてまとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

11
 トレーニング効果の測定
と評価の実際②

 体力測定方法についてまとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

12
 運動適性テストと幼児運
動能力検査

 体力測定方法についてまとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

13
 データの活用とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ
ｸの実際①

 活用方法について考え、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

14
 データの活用とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ
ｸの実際②

 活用方法について考え、まとめる（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

15
 まとめ  これまでの授業内容を復習する（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 コンディショニング演習

担当者氏名 大村　詠一

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

コンディショニングの基本となるストレッチおよびトレーニン
グの知識を学び、指導実践につなげていく。

ストレッチングエクササイズ指導理論／ JAFA 出版

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
希望があれば解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
安全で効果的なスポーツ指導が行えるよう、指導者に必要な基
礎的・基本的知識を身につけ、コンディショニングの実践能力
を養う。また、GFI 資格の対応科目であるため、GFI 資格試験
の合格を目指す。

《成績評価基準》
受講態度・積極性45％、指導能力55％

《成績評価の方法》
筆記試験　　　　％　レポート　　　　％
課題　　　　　　％　実技　　　　　　％
授業の取組　45　％　その他（　　　　　　）　55　％

《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス 予習：講義要項を読んでおく（30分）

復習：授業の復習（30分）

2
コンディショニングの基
礎知識

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

3
ストレッチングの目的と
留意点

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

4
ストレッチングの基本の
動き

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

5
ストレッチングのプログ
ラミング

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

6
ストレッチングのプログ
ラミング

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

7
ストレッチングの指導実
践

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

8
ストレッチングの指導実
践

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

9
トレーニングの基礎知識 予習：授業の予習（30分）

復習：授業の復習（30分）

10
ウォーミングアップとク
ーリングダウンの留意点

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

11
トレーニング効果を高め
るプログラミングと実践

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

12
トレーニング効果を高め
るプログラミングと実践

予習：授業の予習（30分）
復習：授業の復習（30分）

13
GFI 試験対策 予習：授業の予習（30分）

復習：授業の復習（30分）

14
GFI 試験対策 予習：授業の予習（30分）

復習：授業の復習（30分）

15
GFI 試験対策 予習：授業の予習（30分）

復習：授業の復習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 パラスポーツ演習

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

障がい者スポーツについて、障がいに応じたルールと用具の工
夫を理解したうえで実践していく。また、指導方法と戦術をチ
ーム内で考えてゲームを楽しむ。
学生同士で指導者役と受講者役に分かれスポーツ指導を実際に
行う。

プリントを配布する

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
受講学生の課題をまとめ、次回授業で解説する。

《授業の到達目標》
・障がい者スポーツのルールを他者に説明することができる。
・障がい者スポーツを他者に指導することができる。
・障がいに応じてルールや用具を創造することができる。 《成績評価基準》

指導実践30％、課題提出30％（指導実践計画案15％、指導実践
の自己評価15％）、授業の取組40％（受講態度・積極性など）

《成績評価の方法》
課題　　　　30　％
実技　　　　30　％
授業の取組　40　％

《参考図書》

適宜紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス、パラリンピ
ック競技体験1

予習：パラリンピック競技について調べる（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

2
パラリンピック競技体験2 予習：パラリンピック競技について調べる（60分）

復習：授業の振り返り（30分）

3
視覚障がい者のスポーツ
実践1

予習：視覚障がい者のスポーツを調べる（30分）
復習：授業の振り返り（30分）

4
視覚障がい者のスポーツ
実践2

予習：視覚障がい者のスポーツを調べる（30分）
復習：授業の振り返り（30分）

5
視覚障がい者のスポーツ
創造と指導実践1

予習：指導実践計画案の作成（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

6
視覚障がい者のスポーツ
創造と指導実践2

予習：指導実践計画案の作成（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

7
肢体不自由者のスポーツ
実践1

予習：肢体不自由者のスポーツを調べる（30分）
復習：授業の振り返り（30分）

8
肢体不自由者のスポーツ
実践2

予習：肢体不自由者のスポーツを調べる（30分）
復習：授業の振り返り（30分）

9
肢体不自由者のスポーツ
創造と指導実践1

予習：指導実践計画案の作成（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

10
肢体不自由者のスポーツ
創造と指導実践2

予習：指導実践計画案の作成（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

11
知的障がい者のスポーツ
実践1

予習：知的障がい者のスポーツを調べる（30分）
復習：授業の振り返り（30分）

12
知的障がい者のスポーツ
実践2

予習：知的障がい者のスポーツを調べる（30分）
復習：授業の振り返り（30分）

13
知的障がい者のスポーツ
創造と指導実践1

予習：指導実践計画案の作成（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

14
知的障がい者のスポーツ
創造と指導実践2

予習：指導実践計画案の作成（60分）
復習：授業の振り返り（30分）

15
障がい者スポーツの創造 予習：障がい者スポーツを創造する（60分）

復習：授業の振り返り（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 経営学

担当者氏名 樋口　賢一

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 質の高いスポーツ指導者としての人間性、社会性を有する。

《授業の概要》 《教科書》

企業経営について学んでいく上で最も基礎的な科目である経営
学について学ぶ講義である。その際、企業の基本的な活動を理
解するために、株式会社、戦略、経営組織、経営管理、会計学
入門などの諸理論の基礎を重点的に扱う。

「大学４年間の経営学が10時間で学べる」高橋　伸夫
　KADOKAWA

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
到達目標に達したかを、授業への取組（30%）および、課題提
出状況（70％）によって測定する。

《授業の到達目標》
本講義では経営学の教科書を中心とした専門知識の理解に留ま
るだけではなく、現実の企業が実際にどのような方針（経営戦
略や事業戦略）を立て、その方針に基づいてどのような組織を
作り、その仕組みの中でどのように「ヒト・モノ・カネ」を管
理しているのか、という一連の経営活動を自らの考えで理解で
きるようになることを目指す。

《成績評価基準》
不定期的に課題を課し、採点をして返却する。

《成績評価の方法》
課題 70％　
授業の取組 30％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
経営学とはどんな学問か 予習：経営学とは何かを自分でも調べておくこと（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

2
現代の企業論 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

3
コーポレートガバナンス
入門

予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）
復習：講義内容の見直し（2時間）

4
経営理念と経営戦略 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

5
経営管理論入門 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

6
組織間関係論 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

7
生産管理論入門 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

8
組織構造と職務設計 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

9
モチベーションとリーダ
ーシップ

予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）
復習：講義内容の見直し（2時間）

10
雇用システム 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

11
報酬制度 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

12
会計学入門 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

13
プラットフォームビジネ
ス

予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）
復習：講義内容の見直し（2時間）

14
グローバル企業探求 予習：事前に講義資料を読み、基本事項を確認する（2時間）

復習：講義内容の見直し（2時間）

15
まとめ 予習：これまでの全内容を復習する（5時間）

復習：講義内容の全体を振り返る（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 グループフィットネス指導演習

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

本演習は公益社団法人日本フィットネス協会認定資格である「
グループフィットネスインストラクター（GFI）」の筆記試験
対策講座です。資格取得を希望する学生は必ず受講してくださ
い。筆記試験対策では、「フィットネス基礎理論」、「グルー
プエクササイズ指導理論」の内容をに沿って、これまで各講義
で学習してきた内容の復習に取り組みます。また、練習問題や
模擬問題で達成度を確認し、認定試験の合格を目指します。

「GFI のためのフィットネス基礎理論」日本フィットネス協会
発行、「GFI のためのグループエクササイズ指導理論」日本フ
ィットネス協会発行

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題・小テストはその都度、解説の時間を設けます。

《授業の到達目標》
1．グループフィットネスインストラクターとして、フィット
ネス基礎理論が説明できる
2．グループフィットネスインストラクターとして、集団を指
導する意義・理論について説明できる

《成績評価基準》
課題では、資格対策への取り組みを評価します（30％）。
授業の取り組みでは、受講中の態度や発言を評価します（20％
）。
小テストでは模擬問題を行い、理解度を評価します（50％）。

《成績評価の方法》
課題　30　％
授業の取組　20　％
まとめのテスト　50　％

《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス、フィットネ
ス基礎理論①

予習：フィットネス基礎理論P1～27を熟読し整理しておくこと（90分）
復習：今回の授業内容の復習（90分）

2
フィットネス基礎理論② 予習：フィットネス基礎理論 P29～66を熟読し整理しておくこと（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

3
フィットネス基礎理論③ 予習：フィットネス基礎理論 P67～88を熟読し整理しておくこと（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

4
フィットネス基礎理論④ 予習：フィットネス基礎理論 P89～118を熟読し整理しておくこと（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

5
フィットネス基礎理論⑤ 予習：フィットネス基礎理論P119～152 を熟読し整理しておくこと（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

6
フィットネス基礎理論⑥ 予習：フィットネス基礎理論P153～175 を熟読し整理しておくこと（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

7
フィットネス基礎理論⑦
まとめ

予習：フィットネス基礎理論を熟読し整理しておくこと（90分）
復習：今回の授業内容の復習（90分）

8
グループエクササイズ指
導理論①

予習：グループエクササイズ指導理論P1～36を熟読し整理しておくこと（90分）
復習：今回の授業内容の復習（90分）

9
グループエクササイズ指
導理論②

予習：グループエクササイズ指導理論 P37～65を熟読し整理しておくこと（90分）
復習：今回の授業内容の復習（90分）

10
グループエクササイズ指
導理論③まとめ

予習：グループエクササイズ指導理論を熟読し整理しておくこと（90分）
復習：今回の授業内容の復習（90分）

11
試験対策① 予習：テキストを読み、疑問点をまとめる（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

12
試験対策② 予習：テキストを読み、疑問点をまとめる（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

13
試験対策③ 予習：テキストを読み、疑問点をまとめる（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

14
試験対策4④ 予習：テキストを読み、疑問点をまとめる（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）

15
試験対策⑤まとめ 予習：テキストを読み、疑問点をまとめる（90分）

復習：今回の授業内容の復習（90分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 エアロビックダンス

担当者氏名 大村　詠一、荒川　優子

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

※ｴｱﾛﾋﾞｯｸﾀﾞﾝｽを以下ADと表記する。(大村)講師の指示に合わ
せてADのﾚｯｽﾝを体験し基本的なｽﾃｯﾌﾟを覚える。ﾚｯｽﾝ前後の準
備運動、整理運動、ｽﾄﾚｯﾁなどについて学習し、指導する際の
注意点を身につける。ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて基本的なｽﾃｯﾌﾟを用い
たﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成、発表する。(荒川)ADの基礎理論、プログラ
ム作成、正確な動作、実践的な指導テクニック、指導者として
の心構えなどを習得できる。

(大村)「健康運動実践指導者養成用テキスト」
(荒川)「ADBI・ADIのためのエアロビックダンスエクササイズ
指導理論」(社)日本フィットネス協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
(大村)希望があれば解説の時間を設ける。
(荒川)講評（フィードバック）の時間を設ける。

《授業の到達目標》
(大村)ADとはどういうものであるか体験を通して学習させる。
体を動かすことの楽しさやﾌｨｯﾄﾈｽｴｸｻｻｲｽﾞとして様々な運動形
態（AD・ｽﾄﾚｯﾁ・筋ｺﾝ）があることを知り、ﾌｨｯﾄﾈｽの理解を深
めさせる。(荒川)ADについて説明できる。グループエクササイ
ズ指導者として人前に立つことができる。エアロビックダンス
インストラクター(ADI)の資格取得。

《成績評価基準》
(大村)実技試験85％、受講態度15％
(荒川)ADI検定の合格基準に準ずる。①インストラクターとし
ての正確な動作ができる。②的確な指示・安全面の考慮・指導
の循環ができる。

《成績評価の方法》
(大村)実技　85％　　授業の取組　15％　
(荒川)実技　100％ 《参考図書》

(大村)なし(荒川)「GFIのためのフィットネス基礎理論（改訂
対応版）」「GFIのためのグループエクササイズ指導理論」(社
)日本フィットネス協会

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、ADの特性と効
果

予習：講義要項を読んでおく（30分）
復習：授業の復習（30分）

2
ADﾚｯｽﾝ(LOW～HIGH) 予習：授業の予習（30分）

復習：授業の復習（30分）

3
大)AD運動強度と心拍数 
荒)ADI認定,ADBIの動き

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：教科書「第2,3,4章」熟読（2時間）復習：実技で復習（2時間）

4
大)対象別強度,調整法荒)
基本動作,ｷｭｰｲﾝｸﾞ

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：実技・動作の確認（2時間）復習：実技で復習（2時間）

5
大)音楽と用具荒)ADBI動
作,ｷｭｰｲﾝｸﾞ(指導)

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：実技・正確な動作（2時間）復習：実技で復習（2時間）

6
大)対象別の選曲,BPM荒)ﾛ
ｰｲﾝﾊﾟｸﾄ,ｷｭｰｲﾝｸﾞ

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：実技・動作の確認（2時間）復習：実技で復習（2時間）

7
大)特徴と注意点の意識荒
)ﾊｲｲﾝﾊﾟｸﾄ,ｷｭｰｲﾝｸﾞ

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：実技・動作の確認（2時間）復習：実技で復習（2時間）

8
大)W-up 荒)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成
(ADI課題),指導練習

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)授業の課題に取り組む（2時間）復習：修正・チェック（2時間）

9
大)C-down 荒)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作
成(ADI課題),指導練習

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)授業の課題に取り組む（2時間）復習：修正・チェック（2時間）

10
大)ｽﾄﾚｯﾁ(上半身) 荒)ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ作成,指導練習

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：授業の課題に取り組む（2時間）復習：修正・チェック（2時間）

11
大)ｽﾄﾚｯﾁ(下半身)荒)AD指
導理論・ADI課題

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：授業の課題に取り組む（2時間）復習：教科書「第2,3,4章」熟読（2時間）

12
大)安全への注意,練習 荒
)指導理論,課題

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：授業の課題に取り組む（2時間）復習：教科書「第5,6章」熟読（2時間）

13
大)ﾘｽﾞﾑ取りと指示の出し
方,練習 荒)試験対策

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：実技検定の練習（2時間）復習：実技検定の練習（2時間）

14
大)指導法と注意事項,ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ発表荒)試験対策

大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）
荒)予習：実技検定の練習（2時間）復習：実技検定の練習（2時間）

15
大)まとめ 荒)試験対策 大)予習：授業の予習（30分）復習：授業の復習（30分）

荒)予習：実技検定の練習（2時間）復習：実技検定の練習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 アクアエクササイズ

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

 運動前・中・後の心拍数を確認することはもちろん、水中運
動での特に水中ウォーキングを通し、水抵抗を感じながら運動
強度を変化させる。一方、水泳運動では浮き身にはじまり、蹴
伸び、クロール泳の上肢・下肢の動かし方、呼吸の仕方を学習
する。その他泳法も体験学習する。
　水上安全での救助法につながる泳法と心肺蘇生法を実践する
。

 「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公
財）健康・体力づくり事業財団

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 筆記試験では2週間以内にコメントをつけて返却します。

《授業の到達目標》
 水泳水中運動を実践しながら、水の特性を体感できる。
水中運動では、運動強度の変化による心拍数との関係を習得・
理解できる。また、水泳運動では、指導上の注意点、プールに
おける衛生面や安全面について理解する。
　なお、本科目は「健康運動実践指導者」、「競泳コーチ３」
資格取得のための必修科目です。

《成績評価基準》
 実技試験では、水中運動、水泳（クロール泳、背泳ぎ、横泳
ぎ）の出来栄えや理解度、指導力を総合的に評価します（40％
）。また、筆記では水泳・水中運動の特性や効果についてのレ
ポートを課し、理解度を評価します（20％）。その他授業への
参加状況、取り組みの様子をみて総合的に評価します（40％）

《成績評価の方法》
筆記　20％
実技　40％（泳力20,指導20）　
授業の取組　40％

《参考図書》

 「AQWBI・AQWI・AQDBI・AQDI のためのアクアエクササイズ指
導理論」（公財）日本フィットネス協会

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 ガイダンス、水泳水中運
動の特性について

 
今回の授業内容の復習（1時間）

2
 水泳水中運動の効果と実
際１

 水泳・水中運動環境を想像しながら、身体に与える影響を予測しておくこと（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

3
 水泳水中運動の効果と実
際２、安全環境

 水泳・水中運動環境を想像しながら、身体に与える影響を予測しておくこと（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

4
 健康のための水泳水中運
動の実際

 水泳水中運動はなぜ健康に良いのかまとめておく（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

5
 水泳運動（浮き身、蹴伸
び、クロール）

 浮力、揚力、抵抗、推進力についてまとめる（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

6
 クロールとその指導  クロール泳についてまとめる、動画を確認しイメージする（1時間）

今回の授業内容の復習（1時間）

7
 水中運動、背泳ぎとその
指導

 背泳ぎについてまとめる、動画を確認しイメージする（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

8
 水中運動、平泳ぎとその
指導

 平泳ぎについてまとめる、動画を確認しイメージする（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

9
 水中運動、バタフライと
その指導

 バタフライについてまとめる、動画を確認しイメージする（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

10
 スタート・ターン１  スタート・ターンの動画を確認しイメージする（1時間）

今回の授業内容の復習（1時間）

11
 スタート・ターン２  スタート・ターンの動画を確認しイメージする（1時間）

今回の授業内容の復習（1時間）

12
 水中運動、水泳運動（各
泳法）の復習

 泳ぎとスタート・ターンのつながりをまとめる（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

13
 各泳法の復習とスタート
・ターン

 泳ぎとスタート・ターンのつながりをまとめる（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

14
 水中運動の基礎復習、指
導実践

  5分程度の水中運動を考え練習する（1時間）
今回の授業内容の復習（1時間）

15
 指導実践  5分程度の水中運動を考え練習する（1時間）

これまでの授業内容の復習（1時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 競泳コーチ法実習

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 実技 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

 指導者として必要な自らの泳ぎの表現・展示力を向上させる
ために4泳法であるクロール、背泳ぎ、バタフライ、平泳ぎの
技術修得に取り組み、それぞれのスタート・ターンと、個人メ
ドレーへも展開し完成させる。また、総合的に競泳のトレーニ
ングを実践する。なお、この科目は競泳コーチ３資格の指定科
目である。

 「水泳コーチ教本」、「水泳指導教本」（公財）日本水泳連
盟

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 競泳競技規則に則った泳法になっているか常に指摘し、併せ
て記録を短縮できるコツを指導の中で振り返る。

《授業の到達目標》
 水泳コーチは、水泳（競泳）選手を育てる指導者として自ら
の泳ぎを表現する実践力が求められる。また、競泳コーチ３の
資格取得のための評価基準があるために、次の泳力を身につけ
る。クロール、背泳ぎ、バタフライ、平泳ぎの4泳法の技術修
得と個人メドレーの完成、速く泳ぐ能力を修得することができ
る。

《成績評価基準》
 100m個人メドレーで男子は1分40秒以内、女子は1分50秒以内
50m速泳で男子は45秒以内、女子は50秒以内

《成績評価の方法》
実技　80％　
授業の取組　20％ 《参考図書》

 「水泳指導教本」三訂版（公財）日本水泳連盟
「競泳競技規則競技役員の手引き（公財）日本水泳連盟

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 クロール１  クロール泳動作を改めて振り返り、見せる泳ぎ方をまとめておくこと（2時間）

今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

2
 クロール２、スタート・
ターン

 見せる泳ぎを意識しクロール泳の効率的な動作を振り返ってまとめること（2時間）
見せる泳ぎを意識し、速く泳ぐための条件をまとめておくこと（2時間）

3
 背泳ぎ１  背泳ぎ動作を改めて振り返り、見せる泳ぎ方をまとめておくこと（2時間）

今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

4
 背泳ぎ２、スタート・タ
ーン

 見せる泳ぎを意識し背泳ぎの効率的な動作を振り返ってまとめること（2時間）
見せる泳ぎを意識し、速く泳ぐための条件をまとめておくこと（2時間）

5
 バタフライ１  バタフライの泳動作を改めて振り返り、見せる泳ぎ方をまとめておくこと（2時間）

今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

6
 バタフライ２、スタート
・ターン

 見せる泳ぎを意識しバタフライの効率的な動作を振り返ってまとめること（2時間）
見せる泳ぎを意識し、速く泳ぐための条件をまとめておくこと（2時間）

7
 平泳ぎ１  平泳ぎの動作を改めて振り返り、見せる泳ぎ方をまとめておくこと（2時間）

今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

8
 平泳ぎ２、スタート・タ
ーン

 見せる泳ぎを意識し平泳ぎの効率的な動作を振り返ってまとめること（2時間）
見せる泳ぎを意識し、速く泳ぐための条件をまとめておくこと（2時間）

9
 個人メドレー、スタート
・ターン

 競泳競技規則に則っているか振り返り、考察しておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

10
 初心者指導法  初心者に対する指導法の適切な手順を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

11
 集団・個人の指導法１  指導された経験を振り返り、集団と個人の指導法をまとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

12
 集団・個人の指導法２  指導された経験を振り返り、集団と個人の指導法をまとめておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

13
 競泳のコーチング１  目的に応じたコーチング内容を考えてまとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

14
 競泳のコーチング２  目的に応じたコーチング内容を考えてまとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

15
 競泳のコーチング３  目的に応じたコーチング内容を考えてまとめておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツ企業実習Ⅱ

担当者氏名 星子　和夫、高木　富士男、小川　茜、坂元　瑞貴

授業方法 実習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・前期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　スポーツ指導の実践力を身につけるとともに、指導的応用力が発揮できる。

《授業の概要》 《教科書》

実習期間中で、これまでに学習してきた身体・健康体力づくり
の基礎知識やスポーツ・健康の指導技術、健康・安全管理、コ
ミュニケーション能力を駆使し、「支えるスポーツ」を念頭に
おき、実習後の振り返りを課題にすることができる。なお、こ
の科目は、資格取得のための要件単位となる資格もあるが、実
習規定により必修科目の単位未修得者は実習を許可しない。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 実習の事前指導、実習中における指導担当者、実習ノートを
確認しながらその都度、実習に対する態度および指導を行う。

《授業の到達目標》
 スポーツ企業の業務内容の実際と企業研究したものとを比較
しまとめることができ、その企業に関わるお客様やスタッフな
どとコミュニケーションを図りながら事の解決に取り組み、円
滑な実習をすることができる。そのためには、おもてなしの心
である「ホスピタリティ」を大切にし、お客様やスタッフのニ
ーズに応えるための「コミュニケーション能力」、「プレゼン
テーション能力」などを自然体で活用できるようになる。

《成績評価基準》
 実習巡回での指導担当者の報告や実習ノートから「ホスピタ
リティ」、「コミュニケーション能力」、「プレゼンテーショ
ン能力」などが自然に活用され養われるようになったか、また
、これらが不十分だったとしてもその後の取り組みが適切であ
ったかで判断する。また、実習後の報告内容およびプレゼンテ
ーション能力を加味し評価する。《成績評価の方法》

課題、実習ノート内容、報告会評価　各15％　
授業の取組　55％ 《参考図書》

 「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公財）健康体力づ
くり事業財団

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 実習事前指導1および実
習手続きについて

 企業情報演習をもとに企業実習のあり方をまとめて考察しておく（1時間）
より深い理解のために実習の心構えを含め、復習しておくこと（1時間）

2
 実習事前指導2  より具体的な実習を遂行するために、与えられた課題を考えておくこと（1時間）

今回の授業で学んだ内容を復習し準備しておくこと（1時間）

3
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

4
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

5
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

6
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

7
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

8
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

9
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

10
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

11
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

12
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

13
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

14
 希望した実習先での実習  毎日、目標を掲げそれに対し解決できるように準備しておくこと。（1時間）

その日を振り返り、目標の達成を確認すること。（1時間）

15
 まとめ  実習の内容をまとめ、実習や将来について考察しておくこと（1時間）

この実習で学んだ内容を復習し、報告会に向けてまとめておくこと（1時間）



２ 年 後 期



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 総合演習ⅠＢ

担当者氏名 小川　茜、坂元　瑞貴

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 １．豊かな人間性　質の高いスポーツ指導者としての人間性、社会性を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 本授業では、協働的な活動を通して、計画・実践・振り返り
のサイクルを経験し、主体的に課題へ取り組む能力の育成を目
的とします。活動では”共に動く”ことをスローガンとし、他
者と協力しながら目標達成を目指します。

 適宜資料を配布します。

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 提出課題は評価・フィードバックをした上で、まとめて返却
します。

《授業の到達目標》
1．本学科の教育方針である『健スポ五心』の趣旨を理解し、
日常生活で実践できる。
2．社会人として必要なコミュニケーション能力を身に付け、
協力して活動することができる。

《成績評価基準》
1．活動を通して学んだことを、自分の言葉で丁寧にまとめる
ことができる。
2．他者と協力し、自ら考えた計画や与えられた課題を共同作
業によって達成することができる。

《成績評価の方法》
授業の取組　50％
課題・レポート　50％ 《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 ガイダンス、活動の計画
①

 前期を振り返る（30分）
 今回の授業内容の復習（30分）

2
 活動への取り組み①  活動へ向けて計画の確認を行う（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

3
 活動の振り返り①、活動
の計画②

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

4
 活動への取り組み②  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

5
 活動の振り返り②、活動
の計画③

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

6
 活動への取り組み③  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

7
 活動の振り返り③、活動
の計画④

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

8
 活動への取り組み④  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

9
 活動の振り返り④、活動
の計画⑤

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

10
 活動への取り組み⑤  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

11
 活動の振り返り⑤、活動
の計画⑥

 前回の活動を振り返り、次回の活動について考える（30分）
 次回の活動へ向けて取り組み方を考える（30分）

12
 活動への取り組み⑥  活動へ向けての取り組み方や目標を考える（30分）

 活動を振り返り、レポートを作成する（30分）

13
 活動の振り返り⑥、前期
の振り返り①

 前回の活動を振り返り、まとめる（30分）
 レポートを作成する（30分）

14
 前期の振り返り②  学校生活で学んだことを考え、まとめる（30分）

 レポートを作成する（30分）

15
 まとめ  学校生活で学んだことを考え、まとめる（30分）

 卒業後の取り組み方や目標を決める（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 健康スポーツ論

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 近年の健康ブームから、スポーツ活動の現状と活動意義、効
果を学びながら、発育発達段階から加齢による身体的能力の変
化を理解するとともに、指導者として運動者ニーズに応えられ
る知識および指導理論を身につけ、子どもから中高齢者までの
各ライフステージに適した健康スポーツの方法論や注意点につ
いて学ぶ。また、これらの知識や理論をもとに運動プログラム
の作成ができるようになる.

 「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公財）
健康体力づくり事業財団
「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 まとめの試験では1問1点と自由記述10点の100点満点で評価し
ます。出題形式は語群からの選択と〇×問題、自由記述です。
解答解説は試験後に行います。

《授業の到達目標》
 「スポーツを通した健康づくり」という社会的ニーズが高ま
る中で、幅広い世代のスポーツライフを支えるスポーツ・健康
運動指導者になるための必要な理論と指導のための基礎的知識
について理解することができる。また、具体的にそのスポーツ
・運動が取り入れられ、それがどのような効果をもたらしてい
るのか考察することができる。安全で効果的なスポーツ・運動
の方法と効果、留意点を理解できるようになる。

《成績評価基準》
 幅広い世代のスポーツライフを支えるスポーツ・健康運動指
導者になるための必要な理論を理解するとともに、指導者とし
ての基礎的な知識および運動・スポーツの特性をまとめておく
。また、各運動・スポーツを指導する上で最重要とされる安全
の確保についても理解できる。

《成績評価の方法》
筆記試験　100％

《参考図書》

「年齢に応じた運動のすすめ」宮下充正、杏林書院
「運動処方としての水泳・水中運動」出村愼一監修、
杏林書院

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 健康のためのスポーツ  競技スポーツを除き、健康体力づくりのためのスポーツを考察しておく（1時間）

健康スポーツについて学んだ内容を復習しておくこと（3時間）

2
 発育発達と運動能力  成人へと発育段階における身体的特徴と運動能力の変化を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

3
 加齢にともなうカラダの
変化①

 成人後の加齢に伴う身体的特徴について考え、まとめておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

4
 加齢にともなうカラダの
変化②

 成人後の加齢に伴う身体的特徴について考え、まとめておくこと（2時間）
授業で学んだ内容を復習し、まとめておくこと（2時間）

5
 加齢とトレーナビリティ  加齢に伴うトレーニングの目的と意義を考察しておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

6
 中高年の健康スポーツ  身体活動の必要性、最低限の体力の必要性を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

7
 運動の種類①  健康づくりのための運動には何があるのかを考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

8
 運動の種類②  健康づくりのための運動には何があるのかを考え、特性をまとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

9
 運動プログラムの設定  経験した運動プログラムと照合し、健康づくりのためのそれを考察しておく（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

10
 ウォーキング  ウォーキングの特性について考え、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

11
 ジョギング  ジョギングの特性について考え、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

12
 水泳・水中運動  水泳・水中運動の特性について考え、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

13
 エアロビックダンス  エアロビックダンスの特性について考え、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

14
 ストレッチ・レジスタン
ス運動

 ストレッチ・レジスタンス運動の特性について考え、まとめておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

15
 まとめ  まとめの試験を行いますので、これまでの内容を予習しておくこと（2時間）

これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《基礎科目》

科目名 スポーツデータサイエンス入門

担当者氏名 小川　茜

授業方法 講義 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

表計算ソフト Excel を用いた統計学、Power Point を用いた
プレゼンテーション、Google formを用いたアンケート調査な
どについて学びます。またそれらを競技力向上や健康づくり支
援のための情報収集や指導に活かせるように演習を行います。

トレーニング指導者テキスト実践編3訂版

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
まとめテストについては解答の解説を行います。課題について
は，提出されたデータは適宜チェックをして必要に応じてコメ
ントします。

《授業の到達目標》
 ・パソコン操作の基本的スキル及び統計学の基礎的知識を習
得する。
・運動指導，競技力向上のための情報を収集し，活用できるよ
うになる。

《成績評価基準》
・まとめテストで6割以上正答できる
・与えられる課題に対して指示通りに取り組むことができる

《成績評価の方法》
課題　40％　
授業の取組　40％
まとめテスト　20％

《参考図書》

 健康・スポーツ科学のための Excel による統計解析入門, 出
村慎一監修, 杏林書院

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス， Power 
Pointの基本技能の確認

 パワーポイントの基本的な使い方を調べる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

2
集計、記述統計 エクセルの基本的な使い方を調べる（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

3
データの散布度、変動係
数、図の使い分け

トレーニング指導者テキストの該当ページを読む(30分)・今回の授業内容の復習（30分
）

4
正規分布と標準偏差、相
関と回帰

トレーニング指導者テキストの該当ページを読む(30分)・今回の授業内容の復習（30分
）

5
推計統計① トレーニング指導者テキストの該当ページを読む(30分)・今回の授業内容の復習（30分

）

6
推計統計② トレーニング指導者テキストの該当ページを読む(30分)・今回の授業内容の復習（30分

）

7
トレーニングデータの収
集・分析①

適切なデータ収集方法を調べる(30分)・今回の授業内容の復習（30分）

8
トレーニングデータの収
集・分析②

得られたデータの分析方法を検討する(30分)・今回の授業内容の復習（30分）

9
トレーニングデータの収
集・分析③

得られたデータの分析方法を検討する(30分)・今回の授業内容の復習（30分）

10
順位と得点化による評価
法

トレーニング指導者テキストの該当ページを読む(30分)・今回の授業内容の復習（30分
）

11
Google formを用いた情報
収集①

適切なデータ収集方法を考える(30分)・今回の授業内容の復習（30分）

12
Google formを用いた情報
収集②

得られたデータの分析方法を検討する(30分)・今回の授業内容の復習（30分）

13
スライドの作成① 得られたデータのまとめ方を考える（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

14
スライドの作成② スライド作成や発表練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

15
プレゼンテーション、ま
とめテスト

これまでの授業内容を振り返る（30分）・今回の授業内容の復習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 生涯スポーツ論

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 現代社会の要求に応えるべく、生涯スポーツの理論を学習し
ます。具体的には、生涯スポーツの背景と理念、保健指導、子
どもの身体とトレーニング、高齢者の身体とトレーニングにつ
いて学んでいきます。

「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 提出課題は全体発表をした後に、評価・フィードバックをし
た上で返却します。

《授業の到達目標》
1．生涯を通して身体を動かすことの必要性を知る
2．生涯スポーツに関する情報を収集できる
3．ライフステージに応じたトレーニング方法を説明できる 《成績評価基準》

1．授業の内容を踏まえ、生涯スポーツの理念や必要性につい
て説明することができる
2．授業の内容を踏まえ、スポーツ事業計画を策定することが
できる
3．収集した情報について要点をまとめ、人に分かりやすく伝
えることができる《成績評価の方法》

筆記試験　60％
課題　20％　
授業の取組　20％

《参考図書》

生涯スポーツトレーナー教本／公益財団法人日本健康スポーツ
連盟・編集／学校法人国際学園

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
生涯スポーツとは 生涯スポーツについて、自身の考えをまとめる（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

2
生涯スポーツトレーナー
概論1

教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

3
生涯スポーツトレーナー
概論2

教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

4
保健指導1 教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

5
保健指導2 教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

6
子どもの身体とトレーニ
ング1

教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

7
子どもの身体とトレーニ
ング2

教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

8
高齢者の身体とトレーニ
ング1

教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

9
高齢者の身体とトレーニ
ング2

教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

10
女性とスポーツ1 教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

11
女性とスポーツ2 教科書（配布資料）の該当範囲を読む（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

12
スポーツ事業計画① スポーツ事業計画書について考え、まとめる（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

13
スポーツ事業計画② スポーツ事業計画書について考え、まとめる（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

14
スポーツ事業の実践 スポーツ事業の実践について考え、まとめる（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

15
 まとめ これまでの授業内容を復習する（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 労働衛生学

担当者氏名 中尾　由美

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

働く人たちの安全と健康を守る基本的な知識を習得する。特に
労働衛生3管理や5管理について理解することができる。
働く人たちと事業者に対して安全と健康に働くとがどのように
行われているか、講師の経験を取り入れた、現場の活動を含め
た内容とする。

労働衛生のしおり（最新版）：中災防編

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
毎回、講義中に課題を提示するので。次週までに課題を提出す
る。提出状況や内容を確認する。

《授業の到達目標》
・働く人たちの健康と労働環境の関係を理解することができる
。
・働く人たちの健康保持、増進のための健康支援や労働環境な
どの改善などの手法や知識を習得することができる。
・国家試験第1種衛生管理者試験の問題を解くことができる。

《成績評価基準》
授業の取り組み50％、レポート50％で評価する。

《成績評価の方法》
レポート　50％
授業の取組　50％ 《参考図書》

産業保健ハンドブック：森晃爾：労働調査会
中災防編：衛生管理者試験問題集などを講義の進行に合わせて
紹介する。

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
労働衛生とは、労働衛生
統計

予習：シラバスを熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

2
労働衛生の現状 予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）

復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

3
②労働衛生の現状　労働
衛生の概要

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

4
第13次労働災害防止計画
の概要

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

5
②第13次労働災害防止計
画の概要

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

6
最近の労働衛生対策の展
開　労働衛生管理の基本

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

7
最近の労働衛生対策の展
開　労働衛生管理の基本

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

8
最近の労働衛生対策の展
開　健康確保対策2

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

9
職業性疾病予防対策その1 
作業環境測定について

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

10
職業性疾病予防対策その2 
保護具について

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

11
職業性疾病予防対策その3 
有害業務対策

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

12
職業性疾病予防対策その4 
局所排気措置

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

13
職業性疾病予防対策その5 
化学物質

予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）
復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

14
まとめ 予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）

復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）

15
総括 予習：次回の授業内容について教科書を20ページ分熟読する。（2時間）

復習：授業で学んだ内容を各自整理しておく（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 キッズスポーツ指導演習

担当者氏名 小川　茜

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　スポーツ指導の実践力を身につけるとともに、指導的応用力が発揮できる。

《授業の概要》 《教科書》

西短キッズスポーツフェスティバルでの企画立案と指導、およ
び「西短大の体育館であそぼう！」での指導とサポートを行い
ます。事前連絡のない正当な理由(冠婚葬祭や就職活動、体調
不良等)以外での欠席は履修放棄とみなし、単位認定を行いま
せん。リハーサル及びイベント当日では学科指定ジャージ、学
科シューズを着用し、身だしなみを整えること。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
提出物は評価・フィードバックをした上で後日返却します

《授業の到達目標》
 1．幼児・児童を対象とした楽しく安全な運動・スポーツにつ
いて、企画立案・指導ができる
2．指導の場にふさわしい立ち居振る舞い・コミュニケーショ
ン力が身についている

《成績評価基準》
 1．キッズスポーツフェスティバルと「西短大の体育館であそ
ぼう！」で安全性を配慮した上で子どもたちに運動の楽しさ・
喜び・達成感が実感できる運動を指導する
2．幼児体育指導の場にふさわしい姿勢で毎授業に参加する
3．リハーサルおよびイベントに関連して指示するレポート課
題を提出する《成績評価の方法》

レポート20％　実技50％　授業の取組30％

《参考図書》

公認ジュニアスポーツ指導員専門科目テキスト、日本スポーツ
協会リファレンスブック

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ガイダンス、指導プログ
ラムの作成①

これまでに学んだ子供の運動指導に関する内容を振り返る（30分）・今回の内容の復習
（30分）

2
指導実践① 当日に向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・今回の内容の復習（30分）

3
指導内容の評価①、指導
プログラムの作成②

安全管理について調べてまとめる（30分）・今回の内容の復習（30分）

4
指導プログラムの作成③ 指導プログラムについて考える（30分）・今回の内容の復習（30分）

5
指導実践② 当日に向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・今回の内容の復習（30分）

6
リハーサル① リハーサルに向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（

30分）

7
指導内容の評価②、指導
プログラムの作成④

リハーサルを振り返り、反省点や改善点をまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（
30分）

8
リハーサル② リハーサルに向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・今回の授業内容の復習（

30分）

9
指導内容の評価③、指導
プログラムの作成⑤

リハーサルを振り返り、反省点や改善点をまとめる（30分）・今回の授業内容の復習（
30分）

10
指導実践③ 自身の指導内容を振り返り、まとめる（30分）・今回の内容の復習（30分）

11
指導内容の評価④、指導
プログラムの作成⑥

当日に向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・今回の内容の復習（30分）

12
指導実践④ 当日に向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・今回の内容の復習（30分）

13
指導内容の評価⑤、指導
プログラムの作成⑦

自身の指導内容を振り返り、まとめる（30分）・今回の内容の復習（30分）

14
指導実践⑤、指導内容の
評価⑥

当日に向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・レポートを作成する（30分）

15
指導実践⑥、指導内容の
評価⑦

当日に向けて用具の準備や指導の練習を行う（30分）・レポートを作成する（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 レクリエーション活動援助法Ⅱ

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

 レクリエーションの指導者に求められる資質は、「コミュニ
ケーション能力」である。この能力を高めるためには「ホスピ
タリティ」や「アイスブレーキング」、「自主的、主体的に楽
しむ力を高めるレクリエーション活動の展開方法」の総合学習
を実践で行う。この授業は、「レクリエーション・インストラ
クター」資格取得のための指定科目である。

 「楽しさをとおした心の元気づくり」（公財）日本レクリエ
ーション協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 各イベントや指導ごとに振り返り、問題・改善点を提示・提
案し、個人への課題については評価をして返却する。そして、
指導実践の中で振り返ってもらう。

《授業の到達目標》
 援助法Ⅰ B で学習した基礎レベルよりもさらに円滑なコミュ
ニケーション能力および指導能力を備えられるように、多くの
レクリエーション活動を通して、人々の心を元気にするための
支援と指導理論、指導方法を考察し、指導現場に活かすことが
できるようになる。また、指導者として前に立つ機会やレクリ
エーションのイベント参加を増やし、指導の知識と技術を身に
つける。

《成績評価基準》
 参加者としてイベントに必要な事項を考察でき、指導スタッ
フの立場で準備すべき計画をもとにまとめ遂行できる。また、
円滑なコミュニケーション能力および指導能力を指導現場に活
かすことができる。

《成績評価の方法》
レポート　10％
クラフト　30％　
授業の取組（学外行事への参加）　60％

《参考図書》

 「レクリエーション支援ハンドブック」（NPO 福岡県レクリ
エーション協会）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 オリエンテーション、イ
ベント年間計画

 1年次で学習した理論をもとに年間計画を立て行事の役割を考えておく（1時間）
計画を振り返り指導者としての役割を自覚してまとめておくこと（3時間）

2
 福岡市スポーツフェスタ
の参加計画

 ホスピタリティを再考し、体験学習の企画・立案をしておくこと（2時間）
今回の授業で学習したことを振り返え、まとめておくこと（2時間）

3
 福岡市スポーツフェスタ
の参加計画

 プログラムの流れと役割の準備をしておくこと（2時間）
指導計画をまとめて、振り返り本番に備える準備をしておくこと（2時間）

4
 福岡市スポーツフェスタ
について

 イベント概要を考え、 役割分担などの詳細をまとめておくこと（2時間）
PDCA の内容を考え、次のイベントに活かせるように復習しておくこと（2時間）

5
 福岡市スポーツフェスタ
について

 イベント概要を考え、 役割分担などの詳細をまとめておくこと（2時間）
PDCA の内容を考え、次のイベントに活かせるように復習しておくこと（2時間）

6
 「秋の公園であそぼう」
レクイベント①

 イベント概要を考え、 役割分担などの詳細をまとめておくこと（2時間）
PDCA の内容を考え、次のイベントに活かせるように復習しておくこと（2時間）

7
 「秋の公園であそぼう」
レクイベント②

 イベント概要を考え、 役割分担などの詳細をまとめておくこと（2時間）
PDCA の内容を考え、次のイベントに活かせるように復習しておくこと（2時間）

8
 福岡市障がい者スポーツ
大会について①

 イベント概要を考え、 役割分担などの詳細をまとめておくこと（2時間）
PDCA の内容を考え、次のイベントに活かせるように復習しておくこと（2時間）

9
 福岡市障がい者スポーツ
大会について②

 イベント概要を考え、 役割分担などの詳細をまとめておくこと（2時間）
PDCA の内容を考え、次のイベントに活かせるように復習しておくこと（2時間）

10
 ウォークラリー体験①  概要および目的を考え、まとめておくこと（2時間）

体験をもとに自らが作成する立場を想定し、復習しておくこと（2時間）

11
 ウォークラリーコマ図つ
くり

 コマ図と実際のコースを模擬行動しておくこと（2時間）
コマ図の表し方を振り返って作成しておくこと（2時間）

12
 ウォークラリー体験②  作成したコマ図を再考し、模擬行動しておくこと（2時間）

学生作成のコマ図について振り返り、復習しておくこと（2時間）

13
 クラフト①（クリスマス
リースつくり）

 作品の完成品をイメージしたり資料を収集しておくこと（2時間）
完成品をイメージして材料の収集に努めること（2時間）

14
 クラフト②（松ぼっくり
ツリーつくり）

 資料を模してイメージした 完成品になるように準備しておくこと（2時間）
作品の作業過程を振り返り、次回に活かせるようにまとめておくこと（2時間）

15
 クラフト③（勾玉つくり
）まとめ

 仕上げの手順をイメージし、完成できるよう準備しておくこと（2時間）
これまでに学んだ内容を復習しておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 ジュニアスポーツ指導員特講

担当者氏名 小川　茜

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 ジュニアの発育発達に伴う身体的・精神的変化を中心に、日
常生活から身体活動、スポーツ活動、コーチングに関して学習
する。また、専門科目の試験のために練習問題や過去問を解き
、振り返りながらより理解を深める。
日本スポーツ協会公認資格「ジュニアスポーツ指導員」専門科
目の対策講座です。

 「公認ジュニアスポーツ指導員専門科目テキスト」日本スポ
ーツ協会編集発行

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
適宜、練習問題および過去問を解きながら、正答できるまで繰
り返しフィードバックする。

《授業の到達目標》
 ジュニアスポーツ指導員として理論編・実技編・実習編に分
け、それぞれの内容を考えながら理解することを目指します。
理論編ではジュニアに関わるすべての側面をスポーツの現場に
応用し、実技編ではボランティア活動やジュニア対象イベント
で体験したことを理論に置き換え、実習編では理論や実技を踏
まえ、総合的論理的に理解することができる。

《成績評価基準》
  ジュニアのスポーツ指導員として必要な知識や指導理論を学
習する中で、専門科目の筆記試験に合格できるような基準で評
価する。

《成績評価の方法》
筆記試験　100％

《参考図書》

適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ジュニアスポーツ指導員
の概論

 テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

2
コーチング①   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

3
コーチング②   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

4
 体力   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

5
 動きの発達   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

6
 心理と発達   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

7
 スポーツ医学①   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

8
 スポーツ医学②   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

9
 女性とスポーツ   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

10
 運動遊び・スポーツ   テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

11
 実習プログラムの作成、
実践、評価

  テキストの指定範囲を読む（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

12
 過去問対策①   自分の苦手分野を復習する（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

13
過去問対策②   自分の苦手分野を復習する（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

14
 過去問対策③   自分の苦手分野を復習する（30分）・今回の授業内容の復習（30分）

15
 まとめ   これまでの授業内容を振り返る（30分）・今回の授業内容の復習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 テーピングマッサージ演習

担当者氏名 片井　忠

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

テーピングとマッサージの実技が中心の内容です。 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
解説の時間を設ける。

《授業の到達目標》
トレーナーとして必要不可欠な技術であるテーピングとマッサ
ージの習得を目標とします。

《成績評価基準》
授業内取組60％、実技テスト40％

《成績評価の方法》
実技　　　　40％
授業の取組　60％ 《参考図書》

公認スポーツ指導者養成テキスト（公財）日本スポーツ協会、
スポーツマッサージ（増田雄一、新星出版社）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
スポーツマッサージの理
論

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

2
実技　下腿～大腿後部 予習：下腿～大腿後部の筋肉について解剖学を勉強しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

3
臀部～腰背部 予習：臀部～腰部の筋肉について解剖学を勉強しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

4
肩甲帯～肩周辺 予習：肩甲帯～肩の筋肉について解剖学を勉強しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

5
頚部～腕部 予習：頚～腕の筋肉について解剖学を勉強しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

6
下腿～大腿前部 予習：下腿～大腿前部の筋肉について解剖学を勉強しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

7
まとめ 復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

8
実技テスト 復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

9
テーピングの理論 復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

10
実技　足首 予習：足首の障害について予習しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

11
足部・シンスプリント 復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

12
膝部・肉離れ 予習：肉離れについて予習しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

13
肩・肘 予習：肩・肘の障害について予習しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

14
手首・指 予習：手首・指の障害について予習しておく事（45分）

復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）

15
まとめ（実技テスト） 復習：今回の授業で学んだ事を復習しておく事（45分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 障害者福祉論

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

障害者福祉の基礎知識（考え方、概念、史的展開など）を理解
し、基本的な考え方を学ぶ。
障害者施策、サービス体系、障害者総合支援法について学び、
障害のある人が住み慣れた地域で生活していくための仕組み、
支援方法について学習する。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 試験のフィードバックとして、講評及び解説の時間を設ける
。

《授業の到達目標》
●障害者福祉の考え方、障害の概念と障害者の実態について説
明することができる。
●特別支援教育の現状を理解し課題について述べることができ
る。
●障害者総合支援法の基本理念、サービス体系などについて理
解し、当事者が抱える問題の軽減、解決に向けた取り組みにつ
いて説明することができる。

《成績評価基準》
筆記試験（60%）、授業の取組（40%）により評価する。

《成績評価の方法》
筆記試験　60％
授業の取組（受講態度と課題の提出）　40% 《参考図書》

 適宜紹介する

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 考え方①（ノーマライゼ
ーションの実現）

 予習：ノーマライゼーションについて調べよう（2時間）
 復習：ノーマライゼーションの理念等の整理（2時間）

2
 考え方②（リハビリテー
ションの追求）

 予習：リハビリテーションについて調べよう（2時間）
 復習：リハビリテーションの定義等の整理（2時間）

3
 障害の概念と障害者の実
態①（障害の概念）

 予習：障害の概念について調べよう（2時間）
 復習：障害の概念・3つのレベル等の整理（2時間）

4
 障害の概念と障害者の実
態②（障害者の実態）

 予習：福岡県の障害者の実態について調べよう（2時間）
 復習：福岡県の実態の整理（2時間）

5
 障害者福祉の史的展開①
（国際的動向）

 予習：国際的動向について調べよう（2時間）
 復習：国際的動向の整理（2時間）

6
 障害者福祉の史的展開②
（日本の動向）

 予習：日本の動向について調べよう（2時間）
 復習：日本の動向の整理（2時間）

7
 障害者施策の体系①（障
害者基本法）

 予習：障害者基本法について調べよう（2時間）
 復習：障害者基本法の整理（2時間）

8
 障害者施策の体系②（障
害者基本計画）

 予習：障害者基本計画について調べよう（2時間）
 復習：障害者基本計画の整理（2時間）

9
 サービス体系①（障害者
福祉の法・行政）

 予習：身体障害者福祉法等について調べよう（2時間）
 復習：身体障害者福祉法等の整理（2時間）

10
 サービス体系②（身体・
障害児）

 予習：サービス体系について調べよう（2時間）
 復習：サービス体系の整理（2時間）

11
 サービス体系③（知的・
精神）

 予習：サービス体系について調べよう（2時間）
 復習：サービス体系の整理（2時間）

12
 障害者福祉の関連分野（
保健・医療・教育）

 予習：特別支援教育について調べよう（2時間）
 復習：保健・医療・教育の整理（2時間）

13
 障害者理解の促進とボラ
ンティア活動の推進

 予習：ボランティアについて調べよう（2時間）
 復習：ボランティア活動の整理（2時間）

14
 障害者総合支援法  予習：障害者総合支援法について調べよう（2時間）

 復習：障害者総合支援法のまとめ（2時間）

15
 まとめ  予習：自分ができることについて考えよう（2時間）

 復習：今からまとめられることをまとめる（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 マーケティング論

担当者氏名 山下　聖子

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP1 質の高いスポーツ指導者としての人間性、社会性を有する。

《授業の概要》 《教科書》

マーケティングに関する基礎的な専門知識について学習すると
ともに理論理解と演習を組み合わせ、実社会で応用できる
基礎力の育成を目指す。

指定なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
総合演習および確認試験のフィードバックとして、解説の時間
を設ける

《授業の到達目標》
・マーケティングの基本概念を説明することができる。
・STP・４Pを用いて簡単な企画立案ができる。
・身近な企業や商品の戦略を分析できる。
・顧客視点で物事を考える力を身につけることができる。

《成績評価基準》
・マーケティングの基本概念を説明することができたか。
・STP・４Pを用いて簡単な企画立案ができたか。
・身近な企業や商品の戦略を分析できたか。
・顧客視点で物事を考える力を身につけることができたか。
・グループディスカッションでは積極的に参加できたか。

《成績評価の方法》
確認試験 40％
グループディスカッション・プレゼンテーション 30％
授業の取組 30％

《参考図書》

適宜紹介します

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
マーケティングとは何か 予習：マーケティングとは何かを調べておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

2
顧客価値と満足 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

3
マーケティングプロセス 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

4
環境分析 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

5
消費者行動① 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

6
消費者行動② 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

7
STP①セグメンテーション 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

8
STP②ターゲティング・ポ
ジショニング

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

9
４Pマーケティングミック
ス①

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

10
４Pマーケティングミック
ス②

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

11
ブランド戦略と顧客関係 予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

12
デジタル時代のマーケテ
ィング

予習：講義資料を読み基本事項を確認しておくこと（30分）
復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

13
総合演習 予習：プレゼン資料の作成（60分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

14
総合演習 予習：プレゼン資料の作成（60分）

復習：講義内容をまとめておくこと（30分）

15
到達確認試験・まとめと
解説

予習：指定された講義資料の要点を整理しておくこと（30分）
復習：確認試験から自分自身の理解度の確認をすること（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 健康運動実践指導演習Ⅰ

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　スポーツ指導の実践力を身につけるとともに、指導的応用力が発揮できる。

《授業の概要》 《教科書》

(公財)健康・体力づくり事業財団が認定する「健康運動実践指
導者」の資格対策講座です。資格取得には実技および筆記試験
の合格が条件となります。受験希望の学生は必ず履修してくだ
さい。実技試験では、陸上/水中いずれかを選択し、レジスタ
ンス運動(2種目)と有酸素運動(エアロビックダンス/水中ウォ
ーキング)の5分間の運動指導の完成を目指します。筆記試験対
策では、90分40問に対応しうるよう、理論を理解していきます
。

「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公財）健康・体力づ
くり事業財団

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
課題・小テストはその都度、解説の時間を設けます。

《授業の到達目標》
1．陸上または水中で、課題として定められたレジスタンス運
動を遂行できる
2．陸上または水中で、課題として定められた有酸素運動を遂
行できる
3．健康運動実践指導者として、必要な知識を身に着けること
ができる

《成績評価基準》
課題では、実技・筆記試験対策の出来栄えや到達度合をみて総
合的に評価します（50％）。
また、受講状況や、取り組む姿勢を授業への取り組みとして評
価します（30％）。
その他、筆記試験模擬問題として小テストを行い、理解度を評
価します（20％）。《成績評価の方法》

課題　50％
授業の取組　30％
その他（小テスト）　20％

《参考図書》

「健康運動実践指導者試験」／桑野純一他、日本能率協会マネ
ジメントセンター

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション健康
運動実践指導者とは

予習：健康運動実践指導者の実際についてまとめておくこと（60分）
復習：今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

2
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

3
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

4
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

5
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

6
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

7
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

8
実技試験対策
陸上運動、水中運動

予習：実技試験で述べるキューイングをまとめておく（60分）
復習：実技試験内容を練習する（90分）

9
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

10
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

11
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

12
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

13
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

14
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）

15
筆記試験対策 予習：健康運動実践指導者養成用テキストを熟読し整理しておくこと（60分）

復習：授業で学んだ内容を復習しておくこと（90分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 健康運動実践指導演習Ⅱ

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　スポーツ指導の実践力を身につけるとともに、指導的応用力が発揮できる。

《授業の概要》 《教科書》

 健康運動実践指導者の資格試験に合格するために、実技試験
対策では、レジスタンス運動の2種目（2分間）と有酸素運動で
あるエアロビックダンス（3分間）の5分間の運動指導を完成さ
せる。また、筆記試験対策では、練習問題集と過去問題を解き
ながら資格試験に慣れるとともに自己の知識量を確認し、テキ
ストと照合し復習に取り組む。

 「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公財）健康体力づ
くり事業財団）

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 当財団の実技試験終了までは実技試験の対策を行う。毎回課
題を提示し授業では課題の修得確認を段階的に行う。また、実
技試験終了後から筆記試験対策に取り組み、実技同様練習問題
を課題とし提示し授業では解説をしていく。

《授業の到達目標》
 （公財）健康・体力づくり事業財団認定資格である「健康運
動実践指導者」の対策講座です。資格取得の条件である実技試
験および筆記試験の合格を目標とします。合格できるように、
1年次に学修した健康体力づくりの基礎理論の復習をしながら
、2年次の新しい分野を理解することができるようになる。

《成績評価基準》
 実技模擬試験では、学修過程を見ながら完成度で評価し、筆
記模擬試験では、最終のまとめの評価で総評する。当財団が掲
げている「自ら見本を示せる実技能力と、特に集団に対する運
動指導技術に長けた者」としての指導スキルを身につけること
ができる。また、健康や体力の維持増進、安全に関わる基礎知
識および指導理論を理解することができる。《成績評価の方法》

筆記試験　40％
実技試験　40％　
授業の取組　20％

《参考図書》

 「健康運動実践指導者試験」桑山純一他、日本能率協会マネ
ジメントセンター

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション
レジスタンス全種目

資格概要説明を聞いて実技試験DVDを確認しておくこと。（1時間）
今回の学びを試験対策として動作の再確認をする。（1時間）

2
実技試験対策
　実技試験について

実技5種目が規程どおりできるように動作の確認をしておくこと。（1時間）
正しくない動きを指摘された動作を修正する。（1時間）

3
レジスタンス運動（2分間
の動き）

正しい動きになるよう修正しておくこと。（1時間）
指導に必要な要点を確認し、口頭で述べることができるようにする。（1時間）

4
エアロビックダンス（3分
間の動き）

正しい動きになるよう修正しておくこと。（1時間）
指導に必要な要点を確認し、口頭で述べることができるようにする。（1時間）

5
レジスタンス運動・エア
ロビックダンス

レジスタンス運動での2分間の動きと指導ができるよう記録しておくこと。（1時間）
指摘を受けた箇所を修正しスムーズな指導ができるようにする。（1時間）

6
レジスタンス運動・エア
ロビックダンス

エアロビックダンスでの2分間の動きと指導ができるよう記録しておくこと。（1時間）
指摘を受けた箇所を修正しスムーズな指導ができるようにする。（1時間）

7
レジスタンス運動・エア
ロビックダンス

正しい姿勢・動き、タイミング、キューイング指導ができるようにする。（1時間）
姿勢・動き、タイミング、キューイング指導ができるように復習する。（1時間）

8
レジスタンス運動・エア
ロビックダンス

指導者としての見本・指導ができるようにする。（1時間）
実際の実技試験のための指導ができるように復習する。（1時間）

9
筆記試験対策
　筆記試験について

筆記試験のためにスポーツ科学の基礎を確認しておくこと。（1時間）
養成用テキストをもとに運動生理学を中心に復習する。（1時間）

10
筆記試験対策・解説、模
擬試験・解説

与えられた問題を解答できるように養成用テキストを熟読しておくこと。（1時間）
不正解の問題を復習する。また、養成用テキストを確認する。（1時間）

11
筆記試験対策・解説、模
擬試験・解説

与えられた問題を解答できるように養成用テキストを熟読しておくこと。（1時間）
不正解の問題を復習する。また、養成用テキストを確認する。（1時間）

12
筆記試験対策・解説、模
擬試験・解説

与えられた問題を解答できるように養成用テキストを熟読しておくこと。（1時間）
不正解の問題を復習する。また、養成用テキストを確認する。（1時間）

13
筆記試験対策・解説、模
擬試験・解説

与えられた問題を解答できるように養成用テキストを熟読しておくこと。（1時間）
不正解の問題を復習する。また、養成用テキストを確認する。（1時間）

14
筆記試験対策・解説、模
擬試験・解説

与えられた問題を解答できるように養成用テキストを熟読しておくこと。（1時間）
不正解の問題を復習する。また、養成用テキストを確認する。（1時間）

15
　まとめ 与えられた問題を解答できるように養成用テキストを熟読しておくこと。（1時間）

不正解の問題を復習する。また、養成用テキストを確認する。（1時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 競泳コーチ論

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 水泳コーチの基礎理論として、水泳競技の特性および歴史、
バイオメカニクス、生理学、心理学などを学ぶ。また、選手育
成のために競泳科学やコーチング、専門的トレーニング、コン
ディショニングづくりについて競泳経験と照合しながら習得す
る。さらに、コーチとしての役割や安全管理を学習するために
コーチに必要な法律やプールの管理法、応急手当などについて
も学ぶ。この科目は競泳コーチ３資格の指定科目である。

 「水泳コーチ教本」、「水泳指導教本」（公財）日本水泳連
盟

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 項目ごとにレポートを課し、その内容を確認しながら解説を
行う。

《授業の到達目標》
 水泳指導者を目指す者として、水泳の特性を理解するととも
に、指導法および安全管理について理解することができる。ま
た、選手の育成にかかわる専門的知識の把握に努め、競泳競技
規則の理解と審判法を身につけることができる。

《成績評価基準》
 水泳の特性をはじめ、指導法および安全管理について理解す
ることができる。また、競泳の専門的な知識を身につけ、競技
大会で重要な競泳競技規則や審判法を理解しまとめることがで
きる。

《成績評価の方法》
水泳（競泳）コーチ３専門科目筆記試験　100％

《参考図書》

 「水泳指導教本」三訂版（公財）日本水泳連盟
　「競泳競技規則競技役員の手引き」（公財）日本水泳連盟

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 水泳の特性と歴史  水泳・水中運動時に受ける身体的作用を考え、特性としてまとめておくこと（2時間）

今回の学習内容をまとめておくこと（2時間）

2
 水泳技術の構造１  4泳法の上肢・下肢・全身の動作を経験から振り返り、まとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

3
 水泳技術の構造２  4泳法の上肢・下肢・全身の動作を経験から振り返り、まとめておくこと（2時間）

4泳法の動作をまとめておくこと（2時間）

4
 水泳技術の構造３  4泳法の上肢・下肢・全身の動作を経験から振り返り、まとめておくこと（2時間）

4泳法の動作をまとめておくこと（2時間）

5
 水泳の生理学  水泳環境による体内の変化・影響をまとめておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

6
 水泳の心理学１  水泳の様々な環境における心理的変化を考えておくこと（2時間）

水泳にかかわる心理をまとめておくこと（2時間）

7
 水泳の心理学２  水泳の様々な環境における心理的変化を考えておくこと（2時間）

今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

8
 選手育成に必要な栄養学
１

 競泳選手の経験からトレーニング場面に応じた栄養摂取を考えておくこと（2時間）　
場面・状況に応じた栄養摂取についてまとめておくこと（2時間）

9
 選手育成に必要な栄養学
２

 競泳選手の経験からトレーニング場面に応じた栄養摂取を考えておくこと（2時間）　
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

10
 水泳の医学１  水泳運動者の故障や傷害について振り返り、その原因を考えておくこと（2時間）

故障や傷害についてまとめ、リハビリ法までおくこと（2時間）

11
 水泳の医学２  水泳運動者の故障や傷害について振り返り、その原因を考えておくこと（2時間）

故障や傷害についてまとめ、リハビリ法までおくこと（2時間）

12
 組織・プールの規格、競
技会について

 様々な場面でプール環境を振り返り、まとめておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

13
 トレーナーとしての基礎
知識競

 トレーナーの位置づけと役割をまとめておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

14
 各種目における障害予防
と対処法１

 競泳選手の障害をまとめておくこと（2時間）
これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

15
 各種目における障害予防
と対処法２

 競泳選手の障害をまとめておくこと（2時間）
これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 競泳コーチ法演習

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 演習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP5 ５．実践的応用力　スポーツ指導の実践力を身につけるとともに、指導的応用力が発揮できる。

《授業の概要》 《教科書》

 水泳（競泳）のコーチになるために生理学やバイオメカニク
ス、心理学などのスポーツ科学を理解するとともに、選手の育
成・指導に応じたコーチングの知識や技量を高め、トレーニン
グやコンディショニングの指導法として活用できるように学習
する。なお、この科目は、競泳コーチ3資格の指定科目である
。

 「水泳コーチ教本」、「水泳指導教本」（公財）日本水泳連
盟

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 適宜、レポートあるいは課題を課すと同時に、指導実践にお
いて振り返る。

《授業の到達目標》
 水泳（競泳）選手を育てる指導者になるために、競技者（タ
レント）の発掘・育成・指導に必要な競泳の科学的最新理論を
理解するとともに、水泳選手の育成のトレーニング法とコーチ
ング法を理解することができる。また、選手の指導現場および
コーチを取り巻く環境資源（コーチング文脈）の適用でコーチ
ングの幅を広げ、常にプレーヤーズセンタードの実践指導を行
えるようになる。

《成績評価基準》
 水泳（競泳）選手を育てるために必要な競泳のスポーツ科学
を理解し、レポートにまとめることができる。また、水泳選手
の育成のトレーニング法とコーチング法の指導を実践すること
ができる。

《成績評価の方法》
レポート　30％
課題　20％
実技　50％

《参考図書》

「健康・スポーツ科学における運動処方としての水泳・水中運
動」出村愼一監修、杏林書院

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
クロール泳と指導ポイン
ト１

 プール入水前に、クロール泳とその指導法をまとめておく（2時間）
今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

2
クロール泳・背泳ぎと指
導ポイント１

 プール入水前に、背泳ぎとその指導法をまとめておく（2時間）
今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

3
背泳ぎと指導ポイント２  背泳ぎの効果的な指導法をまとめておく（2時間）

背泳ぎの指導法をまとめ動作を確認しておくこと（2時間）

4
バタフライと指導ポイン
ト１

プール入水前に、バタフライとその指導法をまとめておく（2時間）
今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

5
バタフライと指導ポイン
ト２

バタフライの効果的な指導法をまとめておく（2時間）
クロール泳の指導法をまとめ動作を確認しておくこと（2時間）

6
平泳ぎと指導ポイント１ プール入水前に、平泳ぎとその指導法をまとめておく（2時間）

今回の学習内容を復習しておくこと（2時間）

7
平泳ぎと指導ポイント２  平泳ぎの効果的な指導法をまとめておく（2時間）

クロール泳の指導法をまとめ動作を確認しておくこと（2時間）

8
 競泳のトレーニング法１  トレーニング法を実践し、結果として得られたことを考察しておくこと（2時間）今回

の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

9
 競泳のトレーニング法２  トレーニング法を実践し、結果として得られたことを考察しておくこと（2時間）今回

の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

10
 競泳のトレーニング法３  トレーニング法を実践し、結果として得られたことを考察しておくこと（2時間）今回

の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

11
 競泳のトレーニング法４  トレーニング法を実践し、結果として得られたことを考察しておくこと（2時間）今回

の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

12
 競泳のメンタルトレーニ
ング

 メンタルトレーニング法を実践し、結果として得られたことを考察しておくこと（2時
間）これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

13
 競泳のトレーニング法の
実践１

 選手の育成を想定し、トレーニング法を考えてまとめておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

14
 競泳のトレーニング法の
実践２

 選手の育成を想定し、トレーニング法を考えてまとめておくこと（2時間）
今回の授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）

15
 競泳のトレーニング法の
実践３

 選手の育成を想定し、トレーニング法を考えてまとめておくこと（2時間）
これまでの授業で学んだ内容を復習しておくこと（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スノースポーツ

担当者氏名 星子　和夫、高木　富士男、坂元　瑞貴

授業方法 実習 単位・必選 1単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP4 ４．創造的思考力　スポーツ指導に関して、地域性や対象者に応じた創意工夫ができる。

《授業の概要》 《教科書》

スノースポーツ実習事前指導後に、長野県栂池高原スキー場に
てスキー実習を実施する（令和9年1月26日～1月29日予定）。
担当教員の指示に従い、以下について予習復習を行うこと：1
）体調管理、ボディケア、2）講義で学んだ内容をしおりにま
とめる、疑問点は質問できるようメモしておく、3）その日の
自身やチームメイトの行動やスキルを振り返り、不足している
部分は担当教員に尋ねるなど、次の実習に向けてスキル向上を
図る

 使用しない

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
スキー滑走に関する講義内容や技術は、担当教員から適宜フィ
ードバックを受けます。
提出物は教員確認後に返却します。

《授業の到達目標》
1．スキーの基本技術を習得し、安全に滑走できる。
2．スキーの基本技術を説明できる。
3．ゲレンデにおけるルールとマナーを説明できる。 《成績評価基準》

1．スキーの知識や滑走技術を身に付けることができる
2．滑走におけるルールを認識しながら安全管理について理解
することができる
3．集団活動を円滑に行うことができる
4．体調管理に気を配ることができる
5．各提出物を期限内に提出できる《成績評価の方法》

課題　20％　実技　40％　
授業の取組　40％ 《参考図書》

 「スキー＆スノーボード SIA 公認メソッド」日本職業スキー
教師協会（著）芸文社

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
事前指導  スキー実習に必要な持ち物を調べる（30分）

しおりを熟読する（30分）

2
１日目　実習①  滑り方の基本を動画で確認しイメージしておく（30分）

実際に滑り、イメージの修正を行う。（30分）

3
１日目　実習②  滑り方の基本を動画で確認しイメージしておく（30分）

実際に滑り、イメージの修正を行う。また身体のケアも行う（30分）

4
１日目　講義  滑り方の基本を動画で確認しイメージしておく（30分）

実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

5
２日目　実習③ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

6
２日目　実習④ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

7
２日目　実習⑤ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

8
２日目　実習⑥ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

9
２日目　講義 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・個人撮影された様子を振り返り、しおりにまとめる（30分）

10
３日目　実習⑦ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

11
３日目　実習⑧ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

12
３日目　実習⑨ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

13
３日目　実習⑩ 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

14
３日目　講義 翌日に行う実習の目標を立て、関連用語や注意点をインターネット等で調べる（30分）

・実習内容を振り返り、しおりにまとめる（30分）

15
４日目　実習⑪ しおりの内容をまとめる（30分）

指定のレポートを作成する（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツボランティア演習Ⅱ

担当者氏名 星子　和夫、高木　富士男、小川　茜、坂元　瑞貴

授業方法 演習 単位・必選 1単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP2 ２．コミュニケーション能力　地域社会へのウエルネスの貢献を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 指定するボランティア活動に参加します。週末祝日での活動
もあります。主体的に取り組んでくれることを期待します。
活動場所は、福浜地区健康体操教室、福岡市障がい者スポーツ
大会、障がい者サッカー教室、楽動塾、西短キッズスポーツフ
ェスティバル、福岡城秋の舞鶴公園であそぼう、などを予定し
ています。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 提出物は評価・フィードバックをして返却します

《授業の到達目標》
1．ボランティアの在り方について学習する
2．ボランティア活動を通して「支える」意義を発見する
3．礼儀、マナー、社会常識、コミュニケーションスキルを高
める

《成績評価基準》
1．各ボランティアにおいて、真摯に取り組むことができる
2．ボランティア活動後にレポートを提出する

《成績評価の方法》
課題　40％　
授業の取組　60％ 《参考図書》

 「大学生学びのハンドブック（3訂版）」世界思想社編集部（
編）世界思想社、「就職活動ハンドブック」西短進路指導部（
学生へ配布済み）

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

2
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

3
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

4
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

5
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

6
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

7
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

8
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

9
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

10
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

11
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

12
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

13
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

14
ボランティア活動の実践  事前指導に従いレポートを作成する（30分）・事後指導に従いレポートを作成する（

30分）

15
まとめ  ボランティア活動で学んだ内容をまとめる（30分）今回の授業内容の復習（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 卒業研究

担当者氏名 星子　和夫、高木　富士男、小川　茜、坂元　瑞貴

授業方法 演習 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 本学科での学習の総まとめとして取り組む授業であり、ゼミ
ナール形式で行う。指導教員のもと、それぞれが研究テーマを
設定し課題解決に取り組み、まとめ、最後に卒業研究発表会に
て発表を行う。
卒業研究は授業時間だけ取り組むものではなく、また授業時間
だけでは終わらない。問題意識を常に持ちながら課題解決に向
けて各自の卒業研究を進めること。

 なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 卒業研究に関する発表内容や提出資料は、適宜各教員の添削
を受け返却される。卒業研究発表会の内容は学科教員によって
評価され、後日最優秀賞および優秀賞の研究を選出し発表され
る。

《授業の到達目標》
 1．スポーツ・運動の指導法・健康体力づくり・身体に関わる
専門的能力・知識をゼミナール形式の演習を通して身に付ける
ことができる。
2．論理的に文章を作成できる。
3．効果的なプレゼンテーションを行うことができる。

《成績評価基準》
1．各教員に与えられる課題に取り組むことができる
2．卒業研究発表会に関する要旨、発表用パワーポイント、抄
録をゼミ教員の指導のもと作成し、指定期日までに提出できる

《成績評価の方法》
筆記試験　％　レポート　％
課題　％　実技　％　
授業の取組　％
その他（各指導教員の評価方法による）　100％

《参考図書》

 「大学生学びのハンドブック（3訂版）」世界思想社編集部（
編）世界思想社、その他適宜紹介

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
卒業研究についての理解
を深める

問題意識や興味、研究テーマ、研究目的を考える（30分）・今回の取り組みの復習（30
分）

2
研究テーマの検討① 興味のある分野や自身の疑問をまとめる（30分）・今回の取り組みの復習（30分）

3
研究テーマの検討② 興味のある分野や自身の疑問をまとめる（30分）・今回の取り組みの復習（30分）

4
先行研究を調べる① 研究テーマに関連する先行研究をまとめる（30分）・今回の取り組みの復習（30分）

5
先行研究を調べる② 研究テーマに関連する先行研究をまとめる（30分）・今回の取り組みの復習（30分）

6
 先行研究を調べる③ 研究テーマに関連する先行研究をまとめる（30分）・今回の取り組みの復習（30分）

7
テーマに基づき研究を進
める①

文献調査、アンケート、実験等、各自の研究を進めるための取り組みを行う（30分）・
今回の取り組みの復習（30分）

8
テーマに基づき研究を進
める②

文献調査、アンケート、実験等、各自の研究を進めるための取り組みを行う（30分）・
今回の取り組みの復習（30分）

9
テーマに基づき研究を進
める③

文献調査、アンケート、実験等、各自の研究を進めるための取り組みを行う（30分）・
今回の取り組みの復習（30分）

10
テーマに基づき研究を進
める④

文献調査、アンケート、実験等、各自の研究を進めるための取り組みを行う（30分）・
今回の取り組みの復習（30分）

11
要旨、発表用パワーポイ
ント、抄録の作成①

提出する資料（要旨、発表用パワーポイント、抄録）を作成する（30分）・今回の取り
組みの復習（30分）

12
要旨、発表用パワーポイ
ント、抄録の作成②

提出する資料（要旨、発表用パワーポイント、抄録）を作成する（30分）・今回の取り
組みの復習（30分）

13
要旨、発表用パワーポイ
ント、抄録の作成③

提出する資料（要旨、発表用パワーポイント、抄録）を作成する（30分）・今回の取り
組みの復習（30分）

14
要旨、発表用パワーポイ
ント、抄録の作成④

提出する資料（要旨、発表用パワーポイント、抄録）を作成する（30分）・今回の取り
組みの復習（30分）

15
 卒業研究発表会  卒業研究発表会に向けて発表練習を行う（30分）・発表会での指摘を受け、抄録の作

成、修正を行う（30分）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 トレーニング論

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 この数十年において、スポーツ科学は目覚ましい発展をとげ
、アスリートはもちろんのこと、健康増進指導においてもその
成果は活かされています。
　本講義では、トレーニングの基礎理論とトレーニング方法を
学び、指導現場で実践できるような内容としています。スポー
ツ指導者となる上で、ベースとなる内容になりますので、意欲
をもって取り組みましょう。

 「トレーニング指導者テキスト3訂版（実践編）」日本トレー
ニング指導者協会編著、大修館書店
「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 効果的なトレーニング方法や、各種トレーニングのプログラ
ム作成について、専門用語を用いて具体的に説明できるか、筆
記試験を行い評価します（60％）。
　また、毎授業での課題提出（20％）、授業への取り組み（20
％）を評価します。

《授業の到達目標》
1．トレーニングの原理・原則を理解し、効果的なトレーニン
グ方法を作成できる。
2．筋力トレーニング、有酸素性トレーニング、パワー及びス
ピード向上トレーニングのプログラム作成ができる。

《成績評価基準》
 授業では5分程度の確認テストを行う場合があります。確認テ
ストは採点後、次回の授業で返却し、授業の始めに誤答の多か
った問いへの解説を行います。

《成績評価の方法》
筆記試験　60％
授業の取組　20％
課題提出　20%

《参考図書》

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
オリエンテーション、ト
レーニングの定義

 トレーニング指導者テキストP12～23を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

2
トレーニング指導者の役
割

 トレーニング指導者テキストP12～23を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

3
スポーツトレーニングの
基本的と理論体系①

 トレーニング指導者テキストP26～33を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

4
スポーツトレーニングの
基本と理論体系②

 トレーニング指導者テキストP33～37を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

5
筋力トレーニング理論と
プログラムの作成

 トレーニング指導者テキストP38～53を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

6
パワー向上トレーニング
理論とプログラム作成

 トレーニング指導者テキストP54～67を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

7
スピード向上トレーニン
グ理論とプログラム作成

 トレーニング指導者テキストP78～85を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

8
スキルのトレーニング①  Reference Book Ｐ192～197を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

9
スキルのトレーニング②  Reference Book Ｐ192～197を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

10
有酸素性持久力向上トレ
理論とプログラム作成

 トレーニング指導者テキストP68～77を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

11
無酸素性持久力向上トレ
理論とプログラム作成

 トレーニング指導者テキストP68～77を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

12
ウォーミングアップ  トレーニング指導者テキストP86～93を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

13
クーリングダウンと疲労
回復

 トレーニング指導者テキストP86～93を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

14
柔軟性向上トレーニング  トレーニング指導者テキストP86～93を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

15
まとめ  トレーニング指導者テキストP12～93を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 パラスポーツ論

担当者氏名 高木　富士男

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

　障がい（身体・知的・精神）の原因と病態を知り、障がい特
性に合わせた競技ルールの変更点と用具の工夫について学ぶ。
また、障がいの特性を理解し、障がいに配慮した指導方法を考
えていく。
　障がいのある人とのコミュニケーションでは、配慮すべきポ
イントや具体的な聞き方や伝え方の工夫について学ぶ。

なし

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
筆記試験のフィードバックとして、講評及び解説の時間を設け
る。

《授業の到達目標》
　スポーツのインテグリティについて理解を深め、スポーツに
関わる者のあるべき姿、行動ができ、障がい（身体・知的・精
神）の特性、スポーツ指導上の留意点について説明できる。ま
た、障がいの特性に応じたルール、道具、環境づくりが行える
ようになる、障がいに配慮したスポーツの支援または指導が行
えるようになる。

《成績評価基準》
筆記試験（60％）、授業の取組（40％）により評価する。
なお、授業の取組は受講態度と課題の提出により評価する。

《成績評価の方法》
筆記試験　60％
授業の取組　40％ 《参考図書》

障がい者のある人のスポーツ指導教本（初級・中級） 2020年
改訂カリキュラム対応（公財）日本障がい者スポーツ協会編／
ぎょうせい

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
障がい者とスポーツ 興味のある障がい者スポーツについて調べる（2時間）

ルール、用具等の整理（2時間）

2
障がい者スポーツに関す
る諸施策

日本パラスポーツ協会HP を検索し歴史と現状を調べる（2時間）
歴史と現状の整理（2時間）

3
福岡市障がい者スポーツ
大会ボランティア

福岡市障がい者スポーツ協会HP を検索し事業内容を調べる（2時間）
福岡市の事業内容の整理（2時間）

4
障がい者スポーツの意義
と理念

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

5
インテグリティと指導者
に求められる資質

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

6
安全管理 配布資料の熟読（2時間）

配布資料の整理（2時間）

7
障がい各論
　身体障がい

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

8
障がい各論
　身体障がい

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

9
障がい各論
　知的障がい

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

10
障がい各論
　精神障がい

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

11
コミュニケーションスキ
ルの基礎

配布資料の熟読（2時間）
配布資料の整理（2時間）

12
全国障害者スポーツ大会
の概要

日本パラスポーツ協会HPを検索し全国障害者スポーツ大会について調べる（2時間）
全国障害者スポーツ大会概要の整理（2時間）

13
障がい者スポーツ推進の
取り組み①

日本パラスポーツ協会HP を検索しスポーツ推進について調べよう（2時間）
日本パラスポーツ協会のスポーツ推進の整理（2時間

14
障がい者スポーツ推進の
取り組み②

福岡県障がい者スポーツ協会HP を検索しスポーツ推進について調べる（2時間）
福岡県障がい者スポーツ協会のスポーツ推進の整理（2時間）

15
まとめ 指導者像について考える（2時間）

指導者像をまとめる（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 運動生理学

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 講義 単位・必選 2単位・必修 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 スポーツ科学の分野において、基礎となる学問の一つが運動
生理学です。本講では、ヒトが運動中・後、あるいは日常生活
活動・労働を行っている時に身体においてどのような反応や変
化が起こっているかを学習します。また、アスリートのトレー
ニングメニューや健康エクササイズプログラムを作成するうえ
で必要となる基礎知識を習得することを目的にして授業を展開
します。

 「健康運動実践指導者養成用テキスト」健康・体力づくり事
業財団
「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 授業では5分程度の確認テストを行う場合があります。確認テ
ストは採点後、次回の授業で返却し、授業の始めに誤答の多か
った問いへの解説を行います。

《授業の到達目標》
 ヒトが運動すること、特殊環境によって起こる身体的変化と
適応、動くことのメカニズムについて説明できる。また、筋力
の増強のための運動、エネルギー消費のための運動の理論を説
明できる。

《成績評価基準》
 運動することによって起こる身体的変化と適応、動きのメカ
ニズムついてや、運動、エネルギー消費のための運動理論につ
いて、専門用語を用いて具体的に説明できるか、筆記試験を行
い評価します（80％）。また、不定期で確認テストを行い、授
業への取り組みを評価します（20％）。

《成績評価の方法》
筆記試験　80％
授業の取組　20％ 《参考図書》

 「トレーニング指導者テキスト」日本トレーニング指導者協
会
　「労働衛生のしおり」中央労働災害防止協会

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 運動と神経機能  健康運動実践指導者養成用テキストp19-p20を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

2
 エネルギー供給機構  健康運動実践指導者養成用テキストp20-p21を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

3
 筋線維と素質  健康運動実践指導者養成用テキストp21-p22を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

4
 筋力発揮とトレーニング  健康運動実践指導者養成用テキストp22-p23を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

5
 酸素運搬系－呼吸と循環
－

 健康運動実践指導者養成用テキストp24-p28を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

6
 持久力の評価とトレーニ
ング

 健康運動実践指導者養成用テキストp28-p33を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

7
 身体組成  健康運動実践指導者養成用テキストp83-p89を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

8
 疲労とその予防、その回
復

 日常生活や運動における疲労条件を整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

9
 運動と内分泌  運動時に使われるホルモンと男女差についてまとめる（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

10
 運動と生活習慣病  トレーニング指導者テキストp126-p134を熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

11
 特殊環境下での対応①  特殊な環境をあげ、その対策をまとめておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

12
 特殊環境下での対応②  特殊な環境をあげ、その対策をまとめておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

13
 労働による人体機能の変
化

 運動とスポーツの生理学P14～P17を熟読し整理しておくこと（2時間）
今回の授業内容の復習（2時間）

14
 職業適性  スポーツ現場のどのような場面で生理学が必要とされるかまとめる（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）

15
 まとめ  運動とスポーツの生理学を全体的に熟読し整理しておくこと（2時間）

今回の授業内容の復習（2時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 機能解剖学

担当者氏名 星子　和夫

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 たとえ一つの関節であっても、多くの筋肉が関与し動きが発
現しています。本講義では、主に関節の構造をとらえたうえで
、運動時の身体の動きについて学習します。また、こうした理
解を通して運動に伴うケガの予防や、一流スポーツ選手の解析
へと発展させていきます。

「ぜんぶわかる 筋肉・関節の動きとしくみ事典」川島 敏生　
著、成美堂出版、「健康運動実践指導者養成用テキスト」（公
財）健康・体力づくり事業財団

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
筆記試験は、次回授業で解説をする。
ミニッツペーパーは、その授業内に採点および解説する。

《授業の到達目標》
・スポーツ動作に関わる主要な関節の動きのメカニズムを説明
できる。
・主要な骨格筋のエクササイズを説明できる。
・各スポーツ動作を上手く行うためのコツを説明できる。

《成績評価基準》
・関節の動きのメカニズムを理解している。
・主要な骨格筋の効果的なエクササイズの方法を理解している
。
・スポーツ動作を安全に上手く行うためのコツを理解している
。

《成績評価の方法》
筆記試験　70％
授業の取組　20％
ミニッツペーパー　10％

《参考図書》

「身体運動の機能解剖」Clem W.Thompson , R.T.Floyd　著、
医道の日本社

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
基礎知識 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p116～p125)を読んでおく（2.5時間）

【復習】関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

2
上肢①：手関節 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p34～p39)を読んでおく（2.5時間）

【復習】手関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

3
上肢②：肘関節 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p24～p33)を読んでおく（2.5時間）

【復習】肘関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

4
上肢③：肩関節 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p10～p21)を読んでおく（2.5時間）

【復習】肩関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

5
体幹① 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p76～p81)を読んでおく（2.5時間）

【復習】脊柱の構造とアライメント異常についてまとめる（2.5時間）

6
体幹② 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p82～p92)を読んでおく（2.5時間）

【復習】脊椎、骨盤の運動についてまとめる（2.5時間）

7
下肢①：足関節 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p64～p69)を読んでおく（2.5時間）

【復習】足関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

8
下肢②：膝関節 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p52～p57)を読んでおく（2.5時間）

【復習】膝関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

9
下肢③：股関節 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(p44～p51)を読んでおく（2.5時間）

【復習】骨盤、股関節の構造、運動についてまとめる（2.5時間）

10
呼吸循環系の機能と構造 【予習】健康運動実践指導者養成用テキスト(p24～p25)を読んでおく（2.5時間）

【復習】呼吸循環器の機能と構造についてまとめる（2.5時間）

11
筋肉の萎縮・リハビリテ
ーション

【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(第4章)を読んでおく（2.5時間）
【復習】リハビリテーションを実践する（2.5時間）

12
ケガをしない運動方法 【予習】筋肉・関節の動きとしくみ事典(第3章)を読んでおく（2.5時間）

【復習】トレーニング、ストレッチングを実践する（2.5時間）

13
運動と抵抗 【予習】配布資料を読んでおく（2.5時間）

【復習】レジスタンストレーニングを実践する（2.5時間）

14
一流選手の動作分析 【予習】配布資料を読んでおく（2.5時間）

【復習】走、投、跳の動作についてまとめる（2.5時間）

15
まとめ 【予習】各教科書を読んでおく（2.5時間）

【復習】身体運動の構造、機能についてまとめる（2.5時間）



健康ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

《専門科目》

科目名 スポーツ指導論

担当者氏名 坂元　瑞貴

授業方法 講義 単位・必選 2単位・選択 開講年次・開講期 2年・後期

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

◎ 1-DP3 ３．専門的知識・技術・技能　スポーツ指導に関する理論的な専門知識と指導技術を有する。

《授業の概要》 《教科書》

 安全に、正しく、楽しいスポーツ活動の実現に望まれるスポ
ーツ・トレーニング指導者に必要な知識を習得し、スポーツ嫌
いを作らない質の高いスポーツ・トレーニング指導者になるた
めの授業を行う。

「Reference Book」（公財）日本スポーツ協会
「トレーニング指導者テキスト［実践編］」NPO法人 日本トレ
ーニング指導者協会

《課題(試験、レポート等)に対するフィードバックの方法》
 講義終了後にミニッツペーパーの提出を行い、評価・フィー
ドバックをした上で返却します。

《授業の到達目標》
 スポーツ・トレーニング指導に必要とされる基本的な以下の
ことについて理解する。
①指導者の役割
②指導計画と安全管理
③競技者育成の重要性

《成績評価基準》
1．指導者の役割について理解し、指導観を深めることができ
る
2．安全管理の視点を身につけ、指導計画を立案できる
3．競技者育成の重要性について理解することができる

《成績評価の方法》
筆記試験　　70％
授業の取組　30％ 《参考図書》

「子どもたちを輝かせるスポーツコミュニケーションスキル」
山口文子、体育とスポーツ出版社

《授業計画》

週 授業のテーマ 予習内容(時間)・復習内容(時間)

1
 スポーツの意義と価値  教科書の該当範囲を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

2
 スポーツ指導の目的と目
標

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

3
 スポーツ指導者になると
いうこと

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

4
 スポーツ指導者の心構え
・視点①

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

5
 スポーツ指導者の心構え
・視点②

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

6
 スポーツ組織の持続可能
性

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

7
 地域におけるスポーツ少
年団

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

8
 スポーツ少年団の活動分
野と内容

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

9
 総合型地域スポーツスポ
ーツクラブ

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

10
 スポーツ組織のマネジメ
ント

 教科書の該当範囲を読む（2時間）
 今回の授業内容の復習（2時間）

11
 スポーツ指導計画の立案  指導計画について考え、立案する（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

12
 性別の考慮１  教科書の該当範囲を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

13
 性別の考慮２  教科書の該当範囲を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

14
 スポーツ活動と安全管理  教科書の該当範囲を読む（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）

15
 まとめ  これまでの授業内容を復習する（2時間）

 今回の授業内容の復習（2時間）


